
計画の区分： 学部の設置

　　　　　（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　３　大学番号の欄については、平成３１年４月２日付事務連絡「履行状況報告書の提出について

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　（夜間）　　　　　同上

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０３-５４７７-２８０４

　　　ｅ－mail　　kaikaku@nodai.ac.jp

　　担当部局（課）名

　　　職名・氏名　　清水
シ ミ ズ

　正樹
マ サ キ

　　　電話番号　　０３-５４７７-２６５０

令和元年５月１日現在

　作成担当者

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人東京農業大学　　　

[平成２９年度設置］

東京農業大学　生命科学部

届出

大学番号：０００大学番号：私１０２
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設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（オオサワ　カンジュ）

大澤　貫寿

（平成23年7月）

（タカノ　カツミ）

髙野　克己

（平成25年7月）

（ヤジマ　シュンスケ）

矢嶋　俊介

（平成29年4月）

（キダ　サトシ） （ナカムラ　シンイチ）

喜田　聡 中村　進一

（平成29年4月） （平成30年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

令和元年度に報告する内容　→（元）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学 科 長

学　　長

職　　名

任期満了に伴い平成30年4月1日
付変更（30）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人東京農業大学

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

東京農業大学

東京都世田谷区桜丘１－１－１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒１５６－８５０２

（３） 調査対象大学等の位置

1



（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

生命科学部
バイオサイエンス学科

　学士（農学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 140人 ―人 150人 ―人 150人 ―人

3,469 ― 2,616 ― 2,666 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 6 ] [―] [12] [―] [11] [―]

3,370 ― 2,566 ― 2,588 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 6 ] [―] [10] [―] [ 8 ] [―]

709 ― 739 ― 781 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 3 ] [―] [ 1 ] [―] [ 3 ] [―]

157 ― 155 ― 156 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 2 ] [―] [ 1 ] [―] [ 3 ] [ 0 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

1.06 倍 ―倍

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.04

(―)

[ ― ]

1.03

[ 　　　 ]

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度平成３０年度平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

入学定員140人、収容定員
560人（平成30年4月）
（30）4 150 － 600

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

農学関係

年 人 年次 人

編入学定員

(　　 　) (―)

1.12

(―)

[ 　　　 ] [ ― ] [ ― ]

Ｂ　 入学者数

(　　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

157 ― 155 ― 156 ―

[　 　] [　 　] [　 　] [　 　] [ 2 ] [―] [ 1 ] [―] [ 3 ] [―]

（　　） （　　） （　　） （　　） （―） （―） （―） （―） （―） （―）

― ― 157 ― 157 ―

[　　 ] [　 　] [―] [―] [ 2 ] [―] [ 2 ] [―]

（　　） （　　） （―） （―） （―） （―） ( 2 ) （―）

― ― ― ― 154 ―

[―] [―] [―] [―] [ 1 ] [―]

（―） （―） （―） （―） （―） （―）

― ― ― ―

[―] [―] [―] [―]

（―） （―） （―） （―）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

令和元年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３０年度

１年次

２年次

３年次

平成２７年度 平成２８年度

計

備　　　　　考

157 467

[　　　 　] [　　　　 ] [ 2 ] [ 6 ][ 3 ]

４年次

（　―　）

312

（　　　　 ） （　　　　 ） （　―　） （　2　）

平成30年度転学科（2年次：1名）
平成30年度転学部（2年次：2名）
令和元年度転学科（2年次：2名）

平成２９年度

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成２７年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 3 人 0 人 進路変更（1人）、修学の意志なし（1人）、その他（1人）

平成３０年度 0 人 0 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 1 人 0 人 一身上の都合（1人）

平成３０年度 2 人 0 人 健康上の理由（1人）、一身上の都合（1人）

令和元年度 0 人 0 人

6 人 6 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２７年度】

平成２７年度の退学者数（ａ） 0
平成２７年度の在学者数（ｂ） 0

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 0
平成２８年度の在学者数（ｂ） 0

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 157

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 3
平成３０年度の在学者数（ｂ） 312

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 3
令和元年度の在学者数（ｂ） 467

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

－ ％

－ ％

0 ％

= = 0.64 ％

0.96 ％=

=

=

=

=

=

=

=

人

0

合　　計

人

平成３０年度 312 人 3 人

人令和元年度 467 人 3

人平成２９年度 157

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２７年度

平成２８年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人
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【令和元年度】

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 2 10 3 5 1前 2 9 4 4

1後 1 10 3 5 1後 1 9 4 4

1前 2 3 1前 2 3

1後 2 3 1後 2 4

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 2 10 1前 2 1 1 11

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 2前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1

- 7 17 4 10 3 0 5 0 22 - 7 17 4 9 4 0 4 0 24

1前 2 1 5 1前 2 1 0 5

1後 2 1 5 1後 2 1 0 5

2前 2 1 5 2前 2 1 0 5

2後 2 1 5 2後 2 1 0 5

1前 2 1 2 1前 2 1 0 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 2 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 8 22 0 0 0 0 1 0 17 - 8 22 0 0 1 0 0 0 16

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 6 10 0 0 0 0 0 0 8 - 6 10 0 0 0 0 0 0 8
専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

創
生
型
科

目 3後 2 1
創
生
型
科

目 3後 2 1

- 2 2 0 1 0 0 0 0 3 - 2 2 0 1 0 0 0 0 3

1前 2 8

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1 1後 2 0 1 1

2後 3 1 2 2後 3 0 2 1

2前 2 1 2前 2 0 1

【認可時又は届出時】

（１）ー① 授業科目表

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

２　授業科目の概要

＜生命科学部　バイオサイエンス学科＞

特別講義（四） 特別講義（四）

インターナショナル・スタディーズ（一）※ インターナショナル・スタディーズ（一）※

インターナショナル・スタディーズ（二） インターナショナル・スタディーズ（二）

フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー

共通演習 共通演習

情報基礎（一） 情報基礎（一）

情報基礎（二） 情報基礎（二）

スポーツ・レクリエーション（一） スポーツ・レクリエーション（一）

スポーツ・レクリエーション（二） スポーツ・レクリエーション（二）

特別講義（一） 特別講義（一）

特別講義（二） 特別講義（二）

特別講義（三） 特別講義（三）

英語（一） 英語（一）

英語（二） 英語（二）

英語（三） 英語（三）

英語（四） 英語（四）

キャリアデザイン キャリアデザイン

ビジネスマナー ビジネスマナー

インターンシップ インターンシップ

基礎生物 基礎生物

基礎化学 基礎化学

ドイツ語（二） ドイツ語（二）

初
修
外
国
語
科
目

TOEIC英語（一） TOEIC英語（一）

TOEIC英語（二） TOEIC英語（二）

英会話（一） 英会話（一）

英会話（二） 英会話（二）

ビジネス英語 ビジネス英語

実
用
英
語
科
目

中国語（一） 中国語（一）

中国語（二） 中国語（二）

スペイン語（一） スペイン語（一）

スペイン語（二） スペイン語（二）

ドイツ語（一） ドイツ語（一）

科学と哲学 科学と哲学

生命倫理 生命倫理

経済入門 経済入門

日本国憲法 日本国憲法

人
間
関
係

科
目

社
会
関
係

科
目

生物学 生物学

化学 化学

物理学 物理学

地学 地学

自
然
関
係
科
目

生命科学概論※ 生命科学概論※

起業論 起業論

農学概論※

細胞生物学 細胞生物学

生化学※ 生化学※

生化学実験 生化学実験

分子生物学（一） 分子生物学（一）

専
門
基
礎
科
目

科目
区分

科目
区分

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科
目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル

教
育
科
目

基
盤
英
語
科
目

実
用
英
語
科
目

初
修
外
国
語
科
目

人
間
関
係

科
目

社
会
関
係

科
目

自
然
関
係
科
目

専
門
基
礎
科
目

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科
目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル

教
育
科
目

基
盤
英
語
科
目

総
合
教
育
科
目

総
合
教
育
科
目

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

小計（17科目）

小計（15科目）

小計（17科目）

小計（15科目）

小計（8科目） 小計（8科目）

小計（2科目） 小計（2科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 1 1後 2 1 1

2後 3 2 1 2後 3 2 1

2後 3 2 1 2後 3 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 3 4 1 1 2前 3 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 3 1 2 2前 3 1 1 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

3前 3 4 1 1 3前 3 3 1 1

3前 3 10 3 5 3前 3 9 4 4

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

- 43 2 0 10 3 0 5 0 4 - 45 2 0 9 4 0 4 0 12

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 2 2後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 10 3 5 3後 2 9 4 4

3後 2 10 3 4 3後 2 9 4 4

2後 2 2 2後 2 2

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 1 1 3前 2 2 1

3前 2 1 3前 2 0 1

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3後 2 1 1 3後 2 1 1 0

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 2 3前 1 2

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 5 4前 2 5

4前 2 5 4前 2 4

- 20 27 0 10 4 0 5 0 8 - 20 27 0 9 4 0 4 0 9

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

- 0 10 0 0 0 0 0 0 5 - 0 10 0 0 0 0 0 0 5

4前 2 10 3 5 4前 2 9 4 4

4後 2 10 3 5 4後 2 9 4 4

4通 4 10 3 5 4通 4 9 4 4

- 8 0 0 10 3 0 5 0 0 - 8 0 0 9 4 0 4 0 0

- 94 90 4 10 3 0 6 0 67 - 96 90 4 9 5 0 4 0 73

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

科目
区分

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

微生物学※ 微生物学※

微生物学実験 微生物学実験

基礎生物学実験（一） 基礎生物学実験（一）

無機化学 無機化学

無機化学実験 無機化学実験

有機化学 有機化学

有機化学実験 有機化学実験

生物有機化学※ 生物有機化学※

生物物理化学 生物物理化学

生物統計学

授業科目の名称

生物統計学

分子生物学（二） 分子生物学（二）※

基礎生物学実験（二） 基礎生物学実験（二）

バイオサイエンス基礎実験 バイオサイエンス基礎実験

食品化学 食品化学

数学 数学

植物生理学 植物生理学

動物生理学 動物生理学

生物資源環境科学 生物資源環境科学

動物細胞工学 動物細胞工学

生体高分子化学 生体高分子化学

栄養生化学 栄養生化学

食品製造学※ 食品製造学※

食品衛生学 食品衛生学

応用微生物学 応用微生物学

バイオサイエンス応用実験 バイオサイエンス応用実験

実験動物学

アイソトープ利用論 アイソトープ利用論

科学英語論文講読 科学英語論文講読

植物細胞工学※ 植物細胞工学※

ゲノム生物学※ ゲノム生物学※

植物分子育種学※ 植物分子育種学※

分子遺伝学 分子遺伝学

科学論文作成法

生命科学プレゼンテーション法 生命科学プレゼンテーション法

卒業論文 卒業論文

合計（93科目） 合計（94科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

必修科目94単位、選択必修科目12単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「植物細胞工学」「ゲノム生物学」「植物分子育種学」「分
子遺伝学」「動物発生学」「生物制御学」の中から8単位、学際領域科目のうち「機器分析
学概論」「バイオプロセス工学概論」「進化論」「生物工学概論」の中から2単位）、選択科
目18単位以上（ただし、学科専門科目から2単位以上）を修得し、合計124単位以上を修
得すること。（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

必修科目94単位、選択必修科目12単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「植物細胞工学」「ゲノム生物学」「植物分子育種学」「分
子遺伝学」「動物発生学」「生物制御学」の中から8単位、学際領域科目のうち「機器分析
学概論」「バイオプロセス工学概論」「進化論」「生物工学概論」の中から2単位）、選択科
目18単位以上（ただし、学科専門科目から2単位以上）を修得し、合計124単位以上を修
得すること。（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

専
門
教
育
科
目

小計（3科目）

科学論文作成法

食品加工実習

生命情報科学

先端生命科学概論※

生命科学技術論※

機器分析学概論

バイオプロセス工学概論

進化論

生物工学概論

知的財産概論

動物発生学※

生物制御学※

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
コ
ア
科
目

専
門
コ
ア
科
目

学
際
領
域
科
目

総
合
化
科
目

学
際
領
域
科
目

総
合
化
科
目

小計（3科目）

小計（19科目） 小計（20科目）

小計（24科目） 小計（24科目）

小計（5科目） 小計（5科目）

食品加工実習

生命情報科学

先端生命科学概論※

生命科学技術論※

機器分析学概論

バイオプロセス工学概論

進化論

生物工学概論

知的財産概論

動物発生学※

生物制御学※

免疫学 免疫学

実験動物学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 10 3 5 1前 2 10 4 4

1後 1 　 　 10 3 　 5 　 1後 1 　 　 10 4 　 4 　

1前 2 3 1前 2 3

1後 2 3 1後 2 3

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1 11 1前 2 1 1 11

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 2前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1

- 7 17 4 10 3 0 5 0 23 - 7 17 4 10 4 0 4 0 23

1前 2 1 5 1前 2 1 5

1後 2 1 5 1後 2 1 5

2前 2 1 5 2前 2 1 5

2後 2 1 5 2後 2 1 5

1前 2 1 2 1前 2 1 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 2 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 8 22 0 0 0 0 1 0 17 - 8 22 0 0 0 0 1 0 16

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

- 6 10 0 0 0 0 0 0 8 - 6 10 0 0 0 0 0 0 8
専
門
共
通
科

目 3前 2 1 2

専
門
共
通
科

目 3前 2 1 2

創
生
型
科
目

3後 2 1

創
生
型
科
目

3後 2 1

- 2 2 0 1 0 0 0 0 3 - 2 2 0 1 0 0 0 0 3

1前 2 8 1前 2 8

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

2後 3 1 2 2後 3 1 2

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

2後 3 2 1 2後 3 2 1

2後 3 2 1 2後 3 2 1

1前 2 1 1前 2 1

フレッシュマンセミナーフレッシュマンセミナー

共通演習共通演習

情報基礎（一）情報基礎（一）

情報基礎（二）情報基礎（二）

【平成３０年度】【平成２９年度】

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

中国語（一）中国語（一）

中国語（二）

基礎化学基礎化学

スポーツ・レクリエーション（一）スポーツ・レクリエーション（一）

スポーツ・レクリエーション（二）スポーツ・レクリエーション（二）

特別講義（一）特別講義（一）

特別講義（二）特別講義（二）

特別講義（三）特別講義（三）

特別講義（四）特別講義（四）
インターナショナル・スタディーズ（一）※インターナショナル・スタディーズ（一）※

インターナショナル・スタディーズ（二）インターナショナル・スタディーズ（二）

英会話（一）

英会話（二）英会話（二）

ビジネス英語ビジネス英語

英語（一）英語（一）

英語（二）英語（二）

英語（三）英語（三）

英語（四）英語（四）

中国語（二）

スペイン語（一）スペイン語（一）

スペイン語（二）スペイン語（二）

ドイツ語（一）ドイツ語（一）

小計（2科目）

科学と哲学科学と哲学

生命倫理生命倫理

経済入門経済入門

日本国憲法日本国憲法

ドイツ語（二）ドイツ語（二）

外
国
語
科
目

TOEIC英語（一）TOEIC英語（一）

TOEIC英語（二）TOEIC英語（二）

英会話（一）

無機化学無機化学

生物学生物学

化学化学

物理学物理学

地学地学

生化学実験

分子生物学（一）分子生物学（一）

微生物学※微生物学※

微生物学実験微生物学実験

基礎生物学実験（一）基礎生物学実験（一）

小計（8科目） 小計（8科目）

小計（2科目）

小計（17科目） 小計（17科目）

外
国
語
科
目

小計（15科目） 小計（15科目）

専
門
教
育
科
目

生命科学概論※生命科学概論※

起業論起業論

農学概論※農学概論※

細胞生物学細胞生物学

生化学※

基
盤
英
語
科
目

実
用
英
語
科
目

初
修
外
国
語
科
目

人
間
関
係

科
目

社
会
関
係

科
目

自
然
関
係
科
目

専
門
基
礎
科
目

基
盤
英
語
科
目

実
用
英
語
科
目

初
修
外
国
語
科
目

人
間
関
係

科
目

社
会
関
係

科
目

自
然
関
係
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目

生化学※

生化学実験

科目
区分

科目
区分

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科
目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル
教

育
科
目

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科
目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル
教

育
科
目

総
合
教
育
科
目

総
合
教
育
科
目

キャリアデザインキャリアデザイン

ビジネスマナービジネスマナー

インターンシップインターンシップ

基礎生物基礎生物
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 3 4 1 1 2前 3 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 3 1 2 2前 3 1 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

3前 3 4 1 1 3前 3 4 1 1

3前 3 10 3 5 3前 3 10 4 4

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

- 45 2 0 10 3 0 5 0 12 - 45 2 0 10 4 0 4 0 12

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2後 2 2 2後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 10 3 5 3後 2 10 4 4

3後 2 10 3 4 3後 2 10 4 3

2後 2 2 2後 2 2

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3後 2 1 1 3後 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 2 3前 1 2

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 5 4前 2 5

4前 2 5 4前 2 5

- 20 27 0 10 3 0 5 0 8 - 20 27 0 10 4 0 4 0 8

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

- 0 10 0 0 0 0 0 0 5 - 0 10 0 0 0 0 0 0 5

4前 2 10 3 5 4前 2 10 4 4

4後 2 10 3 5 4後 2 10 4 4

4通 4 10 3 5 4通 4 10 4 4

- 8 0 0 10 3 0 5 0 0 - 8 0 0 10 4 0 4 0 0

- 96 90 4 10 3 0 5 0 73 - 96 90 4 10 4 0 4 0 72

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

バイオサイエンス基礎実験

応用微生物学応用微生物学

バイオサイエンス応用実験

小計（20科目）

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

無機化学実験無機化学実験

有機化学有機化学

有機化学実験有機化学実験

生物有機化学※生物有機化学※

生物物理化学生物物理化学

生物統計学生物統計学

分子生物学（二）※分子生物学（二）

基礎生物学実験（二）基礎生物学実験（二）

バイオサイエンス基礎実験

動物細胞工学動物細胞工学

生体高分子化学生体高分子化学

栄養生化学栄養生化学

食品製造学※食品製造学※

食品衛生学食品衛生学

食品化学

数学数学

植物生理学植物生理学

動物生理学動物生理学

生物資源環境科学生物資源環境科学

小計（20科目）

小計（3科目） 小計（3科目）

合計（94科目） 合計（94科目）

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

アイソトープ利用論アイソトープ利用論

食品加工実習食品加工実習

生命情報科学生命情報科学

先端生命科学概論※先端生命科学概論※

生命科学技術論※生命科学技術論※

分子遺伝学分子遺伝学

動物発生学※動物発生学※

生物制御学※生物制御学※

免疫学免疫学

科学論文作成法科学論文作成法

生命科学プレゼンテーション法生命科学プレゼンテーション法

卒業論文卒業論文

専
門
基
礎
科
目

専
門
コ
ア
科
目

専
門
コ
ア
科
目

学
際
領
域
科
目

学
際
領
域
科
目

総
合
化
科
目

総
合
化
科
目

機器分析学概論機器分析学概論

卒業要件及び履修方法卒業要件及び履修方法

必修科目94単位、選択必修科目12単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「植物細胞工学」「ゲノム生物学」「植物分子育種学」「分
子遺伝学」「動物発生学」「生物制御学」の中から8単位、学際領域科目のうち「機器分析
学概論」「バイオプロセス工学概論」「進化論」「生物工学概論」の中から2単位）、選択科
目18単位以上（ただし、学科専門科目から2単位以上）を修得し、合計124単位以上を修
得すること。（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

必修科目94単位、選択必修科目12単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「植物細胞工学」「ゲノム生物学」「植物分子育種学」「分
子遺伝学」「動物発生学」「生物制御学」の中から8単位、学際領域科目のうち「機器分析
学概論」「バイオプロセス工学概論」「進化論」「生物工学概論」の中から2単位）、選択科
目18単位以上（ただし、学科専門科目から2単位以上）を修得し、合計124単位以上を修
得すること。（履修科目の登録の上限：44単位（年間））

専
門
基
礎
科
目

食品化学

授業科目の名称授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

科目
区分

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

小計（24科目） 小計（24科目）

小計（5科目） 小計（5科目）

バイオプロセス工学概論バイオプロセス工学概論

進化論進化論

生物工学概論生物工学概論

知的財産概論知的財産概論

実験動物学実験動物学

バイオサイエンス応用実験

科学英語論文講読科学英語論文講読

植物細胞工学※植物細胞工学※

ゲノム生物学※ゲノム生物学※

植物分子育種学※植物分子育種学※
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【平成２９年度】

【平成３０年度】

【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

備考

教職課程認定における必修科目の
追加（29）

　　　　

・佐々木専任助教が専任准教授へ昇格のため、「フレッシュマンセミナー」「共通演習」「バイオサイエンス基礎実験」「バイオサイエンス
応用実験」「科学論文作成法」「生命科学プレゼンテーション法」「卒業論文」の専任教員等の配置を「准教授３」から「准教授４」、「助
教５」から「助教４」に変更。
・佐々木専任助教が専任准教授へ昇格のため、「有機化学実験」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」、「助教２」から「助
教１」に変更。
・佐々木専任助教が専任准教授へ昇格のため、「科学英語論文購読」の専任教員等の配置を「准教授３」から「准教授４」、「助教４」から
「助教３」に変更。
・クラス数減少のため、「英会話（二）」の専任教員等の配置を「兼２」から「兼１」に変更。
・時間割調整の理由により、「無機化学実験」の専任教員等の配置を「教授４」から「教授２」、「助教１」から「助教０」に変更。
・教育効果向上の理由により、「分子生物学（二）」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。（オムニバス方式に変
更）

[　１　]

・時間割調整の理由により、「インターナショナル・スタディーズ（一）」の専任教員等の配置を「教授２」から「教授１」に変更。
・時間割調整の理由により、「インターナショナル・スタディーズ（一）」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・時間割調整の理由により、「インターナショナル・スタディーズ（一）」の専任教員等の配置を「兼１０」から「兼１１」に変更。
・国際協力センター長任期満了の理由により、「インターナショナル・スタディーズ（二）」の専任教員等の配置を「兼１」から「教授１」
に変更。
・教職課程認定の理由により、「農学概論」を新規追加。

[　―　]

2

[　―　]

計（Ａ）

94

[　１　]

必修 選択 自由

44

設置時の計画

必修 選択 自由

・喜田専任教授退職に伴い、兼任講師となったため、「フレッシュマンセミナー」「共通演習」「バイオサイエンス基礎実験」「バイオサイ
エンス応用実験」「科学英語論文購読」「科学論文作成法」「生命科学プレゼンテーション法」「卒業論文」の専任教員等の配置を「教授
10」から「教授9」に変更。
・喜田専任教授退職に伴い、兼任講師となったため、「生命科学技術論」の専任教員等の配置を「教授５」から「教授４」に変更。
・喜田専任教授退職に伴い、兼任講師となったため、「生化学※」「生化学実験」「分子生物学（一）」「分子遺伝学」の専任教員等の配置
を「教授1」から「教授０」、「兼0」から「兼1」に変更。
・教育効果向上の理由により、「植物分子育種学※」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授2」に変更。
・時間割調整の理由により、「基礎生物学実験（二）」の専任教員等の配置を「教授４」から「教授３」に変更。
・小林専任助教が専任准教授へ昇格のため、「英語（一）」「英語（二）」「英語（三）」「英語（四）」「TOEIC英語（一）」の専任教員
等の配置を「准教授0」から「准教授1」、「助教1」から「助教0」に変更。
・クラス数増加のため、「情報基礎（二）」の専任教員等の配置を「兼3」から「兼4」に変更。

　　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

　　　　

計

変更状況

43 48 2 93 48

　　　　

（２） 授業科目数
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

93

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

該当なし

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

該当なし

該当なし

10



備考

 (219,666〔40,628〕)  (10,507〔7,076〕)

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地 0㎡ 15,350.76㎡ 369,430.54㎡354,079.78㎡

（192,434.29㎡）

(２) 校 舎

新設学部等の名称 室 数

生命科学部　バイオサイエンス学科 室

冊

18
12
16

３　施設・設備の整備状況，経費

建造物増築及び改修工事に
よる用途変更のため（30）
学科としての室数を記載の
ため(29)

238,911.51㎡

 （105,326.99㎡）

 3,050,778.10㎡ 30,935.81㎡

計

238,911.51㎡

 （82,976.27㎡）  （4,131.03㎡）

校

地

等

専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

共 用
共用する他の
学校等の専用

計

区 分

385,227.76㎡

(8,768〔8,583〕)　 (6,524) （2,454） （33,778）

6,403

 （2,347）  （33,777）(6,143)

232,714〔41,764〕 10,535〔7,139〕　 7,322〔6,570〕　 6,143 2,764 33,777

内 容

専 用

 3,103,518.66㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

情報処理学習施設

（補助職員　2人）

 （33,777）

21,804.75㎡

電子ジャーナル

点 点

6,298

 (7,264〔6,505〕)

 （7,322〔6,570〕) (214,708〔39,573〕)

6,524

(6,296)

（106,049.17㎡） （82,276.89㎡） （4,108.23㎡）

8室 1室

 3,049,916.10㎡

 238,894.66㎡  238,894.66㎡

0㎡  192,434.29㎡0㎡

 3,102,656.66㎡

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

(221,027〔41,079〕) (17,731〔10,682〕)　

図
書
・
設
備

(５)

計

種

生命科学部
バイオサイエンス学科

 (217,813〔40,784〕)  (9,210〔6,278〕)　

 (214,708〔39,573〕)

(221,027〔41,079〕) (17,731〔10,682〕)　

232,714〔41,764〕 10,535〔7,139〕　

 (217,813〔40,784〕)

 (219,666〔40,628〕)  (10,507〔7,076〕)  (7,264〔6,505〕) (6,296)  （2,156）

図書：新規購入による増
(元)
学術雑誌：契約変更による
増（元）
視聴覚：新規購入による増
(元)
機械・器具：新規購入によ
る増加（元）
標本：新規購入による増加
（元）
図書：除籍による減(30)
学術雑誌：契約変更による
減(30)
視聴覚：新規購入による増
(30)
機械・器具：新規購入によ
る増加（30）
図書：新規購入による増加
（29）
学術雑誌：契約変更による
減少（29）
視聴覚資料：新規購入によ
る増加（29）
機械・器具：新規購入を上
回る除却（29）
○図書
（大学全体での共用分
299,323冊〔32,632冊〕）
○学術雑誌、電子ジャーナ
ル（世田谷・厚木ｷｬﾝﾊﾟｽﾀｲﾄ
ﾙ数）
○視聴覚資料
（世田谷・厚木ｷｬﾝﾊﾟｽ全所
蔵
○機械・器具
学部全体
○標本
学部単位での特定不能なた
め、大学全体の数

(6,143)  （2,347）

新設学部等
の名称

点

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具

2,664,609.34㎡ 2,664,609.34㎡

3,049,837.10㎡

運動場用地

小 計 30,935.81㎡ 21,804.75㎡ 437,968.32㎡

31,147.98㎡

3,049,837.10㎡

 2,664,688.34㎡

6,453.99㎡

0㎡  2,665,550.34㎡

30,935.81㎡

 2,665,550.34㎡ 0㎡

視聴覚資料

 (10,535〔7,139〕)

 （2,399）

標　　本
〔うち外国書〕

(8,768〔8,583〕)　 (6,524) （2,454）

 （2,156）

6,524

7,322〔6,570〕　 6,143 2,764 33,777

（33,778）

 (5,830〔5,688〕) (6,403) (9,210〔6,278〕)　

東京農業大学短期大学部
（収容定員0人、面積基準
2,000㎡）の学生が在学しな
くなり廃止するまでの間、
同短期大学部と共用
建物増築及び改修工事等に
よる用途変更のため(元)
建物増築及び改修工事等に
よる用途変更のため(30)
既設学部等における改修工
事等による用途変更のため
(29)

大学全体
建物増築及び改修工事等による
用途変更のため(元)
建物増築及び改修工事等による
用途変更のため(30)
既設学部等における改修工事等
による用途変更のため(29)

6,403

 2,664,688.34㎡

649室
 867室
 682室
 673室

実験実習室

61室
 116室
 100室

講　義　室

101室
 103室

東京農業大学第一高等学校
(収容定員1,050人、面積基
準 運動場8,400㎡)、中等部
(収容定員450人、面積基準
運動場4,950㎡)と共用
借用面積：3,570.24㎡
借用期間：60年
登記簿上錯誤による面積変
更が判明したため（元）
君津の土地売却のため(29)

 190,347.54㎡  190,347.54㎡

 192,434.29㎡

68,537.78㎡

そ　の　他

6,296

 (5,830〔5,688〕) (6,403)  （2,399）

 （7,322〔6,570〕) （10,535〔7,139〕)

合 計
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大学全体

・ 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
を併せて提出してください。

・ 国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

・ 「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　

区 分 開設年度

2,225千円

開設年度

面 積

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、
その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

・ 運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

経費
の見
積り

共同研究費等 設備購入費

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,535.6千円 1,345.6千円

第４年次

項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）
複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

収 納 可 能 冊 数
(６) 図　　書　　館

8,026.19㎡

(７) 体　　育　　館

テ ニ ス コ ー ト 6  面

開設前年度 完成年度

1,162,000

開設年度については平成29
年度決算を受けて実績に変
更（元）
開設前年度については平成
28年度決算を受けて実績に
変更（30）
図書費には電子ジャーナ
ル・データベースの整備費
及び雑誌資料費を含む。

完成年度

1,445.6千円 ―　千円1,395.6千円

1,383

65,517千円 39,405千円30,104千円

355千円

大学全体
既存施設の用途変更のため
（元）

面 積

区　　分

閲 覧 座 席 数

第５年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

(８)

10,371.27㎡ 野 球 場 2 面
4  面

教員１人当り研究費等
経費の見
積り及び
維持方法
の概要

 331千円  2,568千円317千円

図書購入費

0千円 9,721千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金収入、寄付金収入、手数料収入　等

第６年次

―　千円

 16,819千円 9,072千円  31,165千円  45,858千円 23,680千円

12



４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度
人

農学部 4 558 ― 2,438 ― 1.08 ― ― ―

農学科 4 170 ― 796
学士

（農学） 1.09 ― 昭和24
神奈川県厚木市
船子1737

H30入学定員変更（△50）
H31編入定員変更（△16）

動物科学科 4 140 ― 650
学士

（農学） 1.07 ― 昭和24 同上
H30入学定員変更（△40）
H31編入定員変更（△10）

生物資源開発学科 4 125 ― 500
学士

（農学） 1.06 ― 平成30 同上

デザイン農学科 4 123 ― 492
学士

（農学） 1.04 ― 平成30 同上

バイオセラピー学科 4 ― ― ―
学士

（農学） ― ― 平成18 同上 平成30年学生募集停止

応用生物科学部 4 570 ― 2,264 ― 1.07 ― ― ―

農芸化学科 4 150 ― 590
学士（応用生

物科学） 1.08 平成30 平成10
東京都世田谷区
桜丘1－1－1

入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

醸造科学科 4 150 ― 600
学士（応用生

物科学） 1.08 平成30 平成10 同上
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△20）

食品安全健康学科 4 150 ― 590
学士（応用生

物科学） 1.07 平成30 平成26 同上
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

栄養科学科 4 120 ― 484
学士（応用生

物科学） 1.03 平成30 平成10 同上 H31編入定員変更（△4）

バイオサイエンス学科 4 ― ― ―
学士（応用生

物科学） ― ― 平成10 同上 平成29年学生募集停止

生命科学部 4 410 ― 1,560 ― 1.05 ― ― ―

バイオサイエンス学科 4 150 ― 580
学士

（農学） 1.06 平成30 平成29
東京都世田谷区
桜丘1－1－1

入学定員変更（10）

分子生命化学科 4 130 ― 490
学士

（農学） 1.04 平成30 平成29 同上 入学定員変更（15）

分子微生物学科 4 130 ― 490
学士

（農学） 1.07 平成30 平成29 同上 入学定員変更（15）

地域環境科学部 4 490 1,949 1.07 ― ―

森林総合科学科 4 130 ― 526
学士（地域環

境科学） 1.07 平成30 平成10
東京都世田谷区
桜丘1－1－1

H29入学定員変更（△20）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△6）

生産環境工学科 4 130 ― 523
学士（地域環

境科学） 1.05 平成30 平成10 同上
H29入学定員変更（△20）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△3）

造園科学科 4 130 ― 540
学士（地域環

境科学） 1.07 平成30 平成10 同上
H29入学定員変更（△20）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△20）

地域創成科学科 4 100 ― 360
学士

（農学） 1.06 平成30 平成29 同上 入学定員変更（20）

国際食料情報学部 4 600 ― 2,415 ― 1.07 ― ― ―

国際農業開発学科 4 150 ― 590
学士（国際食
料情報学） 1.07 平成30 平成10

東京都世田谷区
桜丘1－1－1

入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

食料環境経済学科 4 190 ― 790
学士（国際食
料情報学） 1.08 平成30 平成10 同上

H29入学定員変更（△40）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

国際バイオビジネス学科 4 150 ― 615
学士（国際食
料情報学） 1.07 平成30 平成10 同上

H29入学定員変更（△30）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△5）

国際食農科学科 4 110 ― 420
学士

（農学） 1.06 平成30 平成29 同上 入学定員変更（10）

生物産業学部 4 350
3年次

27
1,454 ― 1.09 ― ― ―

北方圏農学科 4 100
3年次

10
420

学士
（農学） 1.08 ― 平成1

北海道網走市八
坂196

海洋水産学科 4 80 ― 320
学士

（農学） 1.10 ― 平成18 同上

食香粧化学科 4 80
3年次

12
344

学士
（農学） 1.08 ― 平成1 同上

自然資源経営学科 4 90
3年次

5
370

学士
（経営学） 1.10 ― 平成1 同上

大学全体 ― 2,978
3年次

27
12,080 ― ― ― ― ―

学位又
は称号

開設
年度

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

　東　京　農　業　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍
人

農学研究科

博士前期課程 2 181 ― 362 ― 1.00 ― ― ―

農学専攻 2 14 ― 28 修士（農学） 1.03 ― 昭和28
神奈川県厚木市船
子1737

畜産学専攻 2 12 ― 24 修士（畜産学） 1.20 ― 昭和61 同上

バイオセラピー学専攻 2 10 ― 20
修士（バイオセラ

ピー学） 1.00 ― 平成22 同上

バイオサイエンス専攻 2 30 ― 60
修士（バイオサイ

エンス） 1.28 ― 平成14
東京都世田谷区桜
丘1－1－1

農芸化学専攻 2 25 ― 50 修士（農芸化学） 0.98 ― 昭和32 同上

醸造学専攻 2 12 ― 24 修士（醸造学） 2.24 ― 平成2 同上

食品栄養学専攻 2 12 ― 24
修士（食品栄養

学） 0.20 ― 昭和61 同上

林学専攻 2 12 ― 24 修士（林学） 0.70 ― 昭和61 同上

農業工学専攻 2 8 ― 16 修士（農業工学） 0.87 ― 平成2 同上

造園学専攻 2 12 ― 24 修士（造園学） 0.62 ― 平成2 同上

国際農業開発学専攻 2 12 ― 24
修士（国際農業開

発学） 1.62 ― 平成2 同上

農業経済学専攻 2 10 ― 20
修士（農業経済

学） 0.45 ― 昭和28 同上

国際バイオビジネス学専攻 2 12 ― 24
修士（国際バイオ

ビジネス学） 0.49 ― 平成14 同上

修士課程 2 20 ― 40 ― 0.87 ― ― ―

食品安全健康学専攻 2 20 ― 40
修士（食品安全健

康学） 0.87 ― 平成30
東京都世田谷区桜
丘1－1－1

博士後期課程 3 53 ― 159 ― 0.64 ― ― ―

農学専攻 3 5 ― 15 博士（農学） 0.33 ― 昭和37
神奈川県厚木市船
子1737

畜産学専攻 3 4 ― 12 博士（畜産学） 0.41 ― 平成2 同上

バイオセラピー学専攻 3 3 ― 9
博士（バイオセラ

ピー学） 0.44 ― 平成24 同上

バイオサイエンス専攻 3 6 ― 18
博士（バイオサイ

エンス） 0.66 ― 平成16
東京都世田谷区桜
丘1－1－1

農芸化学専攻 3 5 ― 15 博士（農芸化学） 0.33 ― 昭和34 同上

醸造学専攻 3 2 ― 6 博士（醸造学） 1.66 ― 平成14 同上

食品栄養学専攻 3 2 ― 6
博士（食品栄養

学） 1.33 ― 平成14 同上

林学専攻 3 4 ― 12 博士（林学） 0.25 ― 平成2 同上

農業工学専攻 3 2 ― 6 博士（農業工学） 1.16 ― 平成14 同上

造園学専攻 3 3 ― 9 博士（造園学） 0.55 ― 平成14 同上

国際農業開発学専攻 3 2 ― 6
博士（国際農業開

発学） 2.50 ― 平成14 同上

農業経済学専攻 3 5 ― 15
博士（農業経済

学） 0.46 ― 昭和37 同上

国際バイオビジネス学専攻 3 5 ― 15
博士（国際バイオ

ビジネス学） 0.33 ― 平成16 同上

環境共生学専攻 3 5 ― 15
博士（環境共生

学） 0.80 ― 平成2 同上

生物産業学研究科
博士前期課程 2 20 40 ― 1.02 ― ― ―

生物生産学専攻 2 7 ― 14
修士

（生物産業学） 0.57 ― 平成22
北海道網走市八坂
196

アクアバイオ学専攻 2 5 ― 10
修士

（生物産業学） 0.90 ― 平成22 同上

食品香粧学専攻 2 5 ― 10
修士

（生物産業学） 2.10 ― 平成22 同上

産業経営学専攻 2 3 ― 6
修士

（生物産業学） 0.49 ― 平成22 同上

博士後期課程 3 8 24 ― 0.58 ― ― ―

生物産業学専攻 3 8 ― 24
博士（生物産業

学）
又は（経営学）

0.58 ― 平成7 同上

大学院全体 ― 282 ― 625 ― ― ― ― ―

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地

　東　京　農　業　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度
人

総合情報学部 4 400
3年次

10
1,720 ― 1.09 ―

総合情報学科 4 400
3年次

10
1,720

学士（総合情報
学） 1.09 ― 平成25

千葉県千葉市若葉
区御成台4－1

H29定員変更(△100)

看護学部 4 100 400 0.93 ―

看護学科 4 100 ― 400 学士（看護学） 0.93 ― 平成29 同上

大学全体 4 500
3年次

10
2,120 ― ― ― ― ―

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度
人

総合情報学研究科
博士前期課程 2 15 ― 30 ― 0.30 ―

総合情報学専攻 2 15 ― 30
修士（総合情報

学） 0.30 ― 平成4
千葉県千葉市若葉
区御成台4－1

博士後期課程 3 3 ― 9 ― 0.44 ―

総合情報学専攻 3 3 ― 9
博士（総合情報

学） 0.44 ― 平成11 同上

大学院全体 ― 18 ― 39 ― ― ― ― ―

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び
高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。
（専攻科及び別科を除く）。

・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。
※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。
・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。
・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を
記入してください。

　東　京　情　報　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　東　京　情　報　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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区 分
今後の

の実施計画

認　可　時

（平成２８年６月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成２９年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成３０年）

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

具体的に記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし

該当なし

履　行　状　況

該当なし 該当なし

該当なし 該当なし

28



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

① 科目区分の変更について（一部） ① 学部共通基礎科目→学科基礎科目

・教職課程認定における一部変更 学部共通専門科目→学科専門科目

への対応、ＦＤワーキンググループの取組み、ＦＤ推進ワークショップへの参加、学内ＦＤ活動の推進等）

ＧＰＡの活用計画、学外オリエンテーション実施計画、アクティブラーニング（ＡＬ)科目の確認等）

⑧ 若手教員の学外ＦＤ研修への参加

④ 各学科の学科会議の時間を借用して、本学のＦＤ活動の説明会を学部長が実施した。

⑤ 任期制教員への面談及び指導記録の作成を各学部長を中心に各学科で年度末に行っている。

⑥ 教職員を対象とし、学生対応セミナー・障がい学生支援対策研修会・自殺予防に関する研修会を実施した。

⑧ 日本私立大学連盟主催の新任専任教員向けのＦＤ推進ワークショップ（８月）に若手教員６名を参加させた。

⑤ 任期制教員への面談、指導記録の作成

⑥ 学生対応セミナー・障がい学生支援対策研修会・自殺予防に関する研修会の実施

⑦ 外部評価会議の実施

② 専任教員全員を対象に、毎年、教育研究活動に関する自己教育評価アンケートを実施している。

平成３０年度からは、設問を一部見直し、７６項目（自由記述を含む）とするとともにＷＥＢによる回答形式を導入した。

　ｂ　実施方法

また、結果を所属毎・職階毎に集計し、平均点や得点分布等を所属長及び本人にフィードバックしている。

③ 全学生を対象として前・後学期に各1回「授業評価及び学修時間アンケート」を実施し、実施結果を学生及び教員に

フィードバックするとともに、授業評価結果が一定基準に満たない場合は改善報告書の提出を求めている。

平成３０年度からは、設問を一部見直し、２１項目（教科単位の個別設問及び自由記述を含む）とするとともに

学修成果の可視化の観点から、回答には学籍番号を記載させるよう改めた。

⑦ 教育研究活動の内部質保証の取り組みとして、中等教育学校関係者及び民間企業採用担当者の方々に評価委員をお願いし、

① 新任の専任教員全員を対象に、学長・副学長・研究科委員長等から、教員としての心得・建学の精神、ハラスメント防止等

について説明を行った。更に、学部学科単位で独自の研修やフォローアップを行っている。

③ 授業評価及び学修時間アンケート結果の活用（改善報告書の提出を含む）

④ 各学科内ＦＤ活動の実施（全教員の３／４以上の参加）

本学の教育研究活動について意見を伺う機会とする外部評価会議を大学院教学検討委員会と合同で２回実施した。

ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

② 実施状況

ａ　実施内容

平成３０年度は、平成３１年１月を除く毎月１回の計１１回の委員会を開催した。

委員は、副学長（教学担当）、学部長、事務局長、学務部長、事務部長、大学改革推進室長の役職者を充てている。

・ 教学検討委員会活動計画に関する事項

・ ＦＤ活動に関する事項（シラバスの記載内容の変更、シラバスの第３者チェックの実施、オフィスアワーの設定、

授業評価への取組み、授業評価結果活用、ナンバリング及びカリキュラムツリーの作成、教育改革推進プロジェクト

・ 教学に関する事項（年間授業計画、特別講義、世田谷６大学コンソーシアム連携授業、他学部・他学科聴講、

・ 教学検討委員会活動報告に関する事項

全学的な組織として、全学審議会の下に教学検討委員会を設置している。

※関係規程等　「東京農業大学学則（一部抜粋）（資料１）」「東京農業大学全学審議会規程（資料２）」

　　「全学審議会設置委員会（一部抜粋）（資料３）」「教学検討委員会運営要項（資料４）」

① 実施体制

① 新任教員のための研修会の実施

② 自己教育評価の実施

７　その他全般的事項

＜生命科学部　バイオサイエンス学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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後学期は、平成３１年１月に「授業評価及び学修時間アンケート」を実施し、結果を３月に授業担当者及び学生に公開した。

評価結果が一定基準に満たない授業担当者については、改善計画書の提出を求めた。

④ 平成３０年度は、６月から７月にかけて実施し、全専任教員の３／４以上の参加を得ることができた。

⑤ 平成３０年度は、平成３１年２月に任期制教員全員について実施した。

⑥ 平成３０年度は、学生対応セミナーを７月２７日に実施し、１０１名の参加があった。

また、障がい学生支援対策研修会を１２月７日に実施し、１３６名の参加があった。

「自殺の予防とポストベンション」をテーマとした研修会を平成３１年３月１３日に実施し、８４名の参加があった。

⑧ 平成３０年度ＦＤ推進ワークショップは、８月に１泊２日で開催され、本学からは６名が参加した。

⑤ 任期制教員の教育及び研究の状況を確認し、設定目標に対する指導・アドバイスを行った。

⑥ 学生対応セミナーにより、授業の進め方や学生相談の際の気遣いについて理解を深めた。

障がい学生支援対策研修会では、障がいのある学生に対する授業の進め方や接し方について理解を深めた。

⑦ 外部評価委員から非常に参考になるご意見を頂戴した。次年度のＦＤ活動計画に改善事項として盛り込む予定である。

⑧ ワークショップの経験や他大学の取り組みの情報を活かし、授業改善に取り組んでいる。

学生に対しては、集計結果を学科、学年等カテゴリーごとに集計し、学生ポータルで公開している。

③ 授業評価結果の活用として、基準を下回った授業担当者全員から、改善計画等報告書を提出させている。

④ 本学のＦＤ活動の実態について理解を深めることができた。

自殺予防に関する研修会では、自殺に至る心理状態と予防対策及び発生した場合の事後対応について理解を深めた。

毎年、学期末に行っている。（平成２７年度からＷＥＢによる授業評価からマークシートによる授業評価に変更した。）

教員に対しては、集計結果を一覧表にしてメールで配信している。評価結果が一定基準に達していない場合は、

また、民間企業採用担当者６社９名の評価委員による外部評価会議を１０月２６日に実施した。

① 新任研修において、建学の精神や沿革など農大独自の方針や歴史を理解させることにより、本学の特長である研究室での

教育研究活動の活性化につながっている。また、ハラスメント防止対策の理解を深化させることができた。

② 大学全体平均・学部平均との比較により、自身の教育・研究活動の振り返りと改善への意識付けにつながっており、

シラバス記載内容の充実等、ＦＤ活動への理解促進の一策として効果が上がっている。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

③ 学生に対する授業評価アンケートの実施状況

ａ　実施の有無及び実施時期

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

⑦ 中等教育学校の校長、教頭をはじめとした５校１１名の評価委員による外部評価会議を９月７日に実施した。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

授業改善計画等報告書の提出を依頼し、文書で回収している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

① 平成３０年度は、全体研修を４月１１日に実施した。新任の専任教員のほぼ全員が参加した。

② 平成３０年度は、平成３１年２月に実施した。専任教員のほぼ全員が回答した。

③ 平成３０年前学期は、７月に「授業評価及び学修時間アンケート」を実施し、結果を９月に授業担当者及び学生に公開した。
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・平成３１年度（令和元年度）に評価機関（公益財団法人大学基準協会）の評価を受審

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、
「無」にマルを記入してください。

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（ 有 ・ 無 ）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　―　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　　令和元年　６月　３０日（予定）　　）

いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

該当なし

○ 設置計画履行状況報告書（令和元年度）

・令和元年６月３０日　公表予定

　ｂ　公表方法

なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

② 自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を
含めて記入してください。

・大学ホームページ上に公開予定（令和元年６月末を予定）

③ 認証評価を受ける計画

 近年の地球規模での食料・健康・環境に関わる諸問題の解決には、動物や植物の生命現象の分子基盤を解明し、それら
の生物機能を応用・利用することが必要不可欠である。
そこで、１）生命科学の基礎となる化学や生物の基礎知識を理解すること２）それらの知識を基に動物や植物の生命現
象を理解すること３）動物や植物の生命現象を基にバイオサイエンスの技術を駆使して上記の地球規模での諸問題を解
決できる技術力・分析力と正確な情報の発信能力を学生に習得させること以上の３つを教育目標としている。
　開設３年目にあたる平成３１年度入学試験（一般入試）では、合格倍率はＡ日程入試で５．３倍（平成２９年度７．
１倍、平成３０年度４．７倍）、Ｂ日程入試で７．４倍（平成２９年度２２．６倍、平成３０年度１６．３倍）とな
り、本学科に対する高校生のニーズが高いことが確認することができた。新入生１５６名を迎え入れ、２年生１５７
名、３年生１５４名とあわせ、４６７名の学生に対して学科の目的に沿った教育研究を確実に実行し、社会から必要と
される人材を養成していく所存である。

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（オオサワ　カンジュ）

大澤　貫寿

（平成23年7月）

（タカノ　カツミ）

髙野　克己

（平成25年7月）

（ヤジマ　シュンスケ）

矢嶋　俊介

（平成29年4月）

（ヌカダ　トモオ） （トミザワ　モトヒロ）

額田　恭郎 冨澤　元博

（平成29年4月） （平成31年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

令和元年度に報告する内容　→（元）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学 科 長

学　　長

職　　名

任期満了に伴い平成31年4月1
日付変更（元）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人東京農業大学

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

東京農業大学

東京都世田谷区桜丘１－１－１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒１５６－８５０２

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

生命科学部
分子生命化学科

　学士（農学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 115人 0人 130人 ―人 130人 ―人

1,316 ― 1,789 ― 1,832 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 1 ] [―] [ 3 ] [―] [ 1 ] [―]

1,226 ― 1,668 ― 1,772 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 1 ] [―] [ 3 ] [―] [ 0 ] [―]

425 ― 633 ― 713 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 1 ] [―] [ 0 ] [―] [ 0 ] [―]

126 ― 134 ― 133 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 1 ] [―] [ 0 ] [―] [ 0 ] [ 0 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

(　　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

(　　 　) (―)

1.09

(―)

[ 　　　 ] [ ― ] [ ― ]

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

農学関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

130 － 4604
入学定員115人、収容定員
460人（平成30年4月）
（30）

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度平成３０年度平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

1.04 倍 ―倍

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.02

(―)

[ ― ]

1.03

[ 　　　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

126 ― 135 ― 133 ―

[　 　] [　 　] [　 　] [　 　] [ 1 ] [―] [―] [―] [―] [―]

（　　） （　　） （　　） （　　） （―） （―） （1） （―） （―） （―）

― ― 123 ― 132 ―

[　　 ] [　 　] [―] [―] [ 1 ] [―] [―] [―]

（　　） （　　） （―） （―） （―） （―） （1） （―）

― ― ― ― 123 ―

[―] [―] [―] [―] [ 1 ] [―]

（―） （―） （―） （―） （―） （―）

― ― ― ―

[―] [―] [―] [―]

（―） （―） （―） （―）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（　1　）

平成２９年度

（　1　）

258

（　　　　 ） （　　　　 ） （　―　）

平成２７年度 平成２８年度

計

備　　　　　考

126 388

[　　　 　] [　　　　 ] [　1　] [　1　][　1　]

４年次

１年次

２年次

３年次

令和元年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３０年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成２７年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 2 人 0 人 進路変更（1人）、転学科（1人）

平成３０年度 0 人 0 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 3 人 0 人 転学科（2人）、他大学入学（1人）

令和元年度 0 人 0 人

5 人 5 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２７年度】

平成２７年度の退学者数（ａ） 0
平成２７年度の在学者数（ｂ） 0

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 0
平成２８年度の在学者数（ｂ） 0

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 126

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 2
平成３０年度の在学者数（ｂ） 258

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 3
令和元年度の在学者数（ｂ） 388

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

― ％

― ％

0 ％

= = 0.77 ％

0.77 ％=

=

=

=

=

=

=

=

人

0

合　　計

人

平成３０年度 258 人 2 人

人令和元年度 388 人 3

人平成２９年度 126

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２７年度

平成２８年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人
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【令和元年度】

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 2 6 4 2 1前 2 9 4 2

1後 1 　 6 4 　 2 1後 1 　 9 4 　 2

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 1 2

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 12 1前 2 13

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 2前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 2 1前 2 1

― 7 17 4 6 4 0 2 0 24 ― 7 17 4 9 4 0 2 0 23

1前 2 4 1前 2 5

1後 2 4 1後 2 5

2前 2 4 2前 2 5

2後 2 4 2後 2 5

1前 2 2 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 1

2前 2 2 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

― 8 22 0 0 0 0 0 0 12 ― 8 22 0 0 0 0 0 0 16

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1 0

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

― 6 10 0 1 1 0 0 0 5 ― 6 10 0 2 0 0 0 0 5
専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

創
生
型
科

目 3後 2 1

創
生
型
科

目 3後 2 1

― 2 2 0 1 0 0 0 0 3 ― 2 2 0 1 0 0 0 0 3

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

小計（17科目）

総
合
教
育
科
目

総
合
教
育
科
目

小計（15科目） 小計（15科目）

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

小計（8科目） 小計（8科目）

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

小計（17科目）

小計（2科目）

社
会
関
係

科
目

自
然
関
係
科
目

専
門
基
礎
科
目

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科
目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル

教
育
科
目

基
盤
英
語
科
目

実
用
英
語
科
目

初
修
外
国
語
科
目

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科
目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル

教
育
科
目

基
盤
英
語
科
目

実
用
英
語
科
目

初
修
外
国
語
科
目

人
間
関
係

科
目

科学と哲学

ドイツ語（二）

英語（一）

特別講義（四）

生物統計学

有機化学（一） 有機化学（一）

物理化学（一） 物理化学（一）

専
門
基
礎
科
目

化学量論 化学量論

基礎有機化学 基礎有機化学

生物統計学

小計（2科目）

生物学 生物学

化学 化学

物理学 物理学

地学 地学

自
然
関
係
科
目

生命科学概論※ 生命科学概論※

起業論 起業論

科学と哲学

生命倫理 生命倫理

経済入門 経済入門

日本国憲法 日本国憲法

人
間
関
係

科
目

社
会
関
係

科
目

ドイツ語（二）

TOEIC英語（一） TOEIC英語（一）

TOEIC英語（二） TOEIC英語（二）

英会話（一） 英会話（一）

英会話（二） 英会話（二）

ビジネス英語 ビジネス英語

中国語（一） 中国語（一）

中国語（二） 中国語（二）

スペイン語（一） スペイン語（一）

スペイン語（二） スペイン語（二）

ドイツ語（一） ドイツ語（一）

英語（一）

英語（二） 英語（二）

英語（三） 英語（三）

英語（四） 英語（四）

キャリアデザイン キャリアデザイン

ビジネスマナー ビジネスマナー

インターンシップ インターンシップ

基礎生物 基礎生物

基礎化学 基礎化学

特別講義（四）

インターナショナル・スタディーズ（一）※ インターナショナル・スタディーズ（一）※

インターナショナル・スタディーズ（二） インターナショナル・スタディーズ（二）

フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー

共通演習 共通演習

情報基礎（一） 情報基礎（一）

情報基礎（二） 情報基礎（二）

スポーツ・レクリエーション（一） スポーツ・レクリエーション（一）

スポーツ・レクリエーション（二） スポーツ・レクリエーション（二）

特別講義（一） 特別講義（一）

特別講義（二） 特別講義（二）

特別講義（三） 特別講義（三）

２　授業科目の概要
＜生命科学部　分子生命化学科＞

【認可時又は届出時】

（１）ー① 授業科目表

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 3 2 1 1後 3 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 3 1 1 2前 3 2 1 0

2前 3 2 1 2前 3 2 1

2後 3 2 1 2後 3 2 1

2後 3 1 1 1 2後 3 1 1 1

― 41 0 0 8 4 0 2 0 2 ― 41 0 0 9 4 0 2 0 2

1前 2 4 1 1前 2 4 1

1前 1 2 2 1前 1 1 3 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 2 2後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 2 3後 2 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 8 4 2 3後 2 8 4 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

― 25 16 0 8 4 0 2 0 1 ― 25 16 0 9 4 0 2 0 2

2後 2 1 2後 2 1 0

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 0 6 0 1 0 0 0 0 2 ― 0 6 0 1 1 0 0 0 1

3前 1 8 4 2 3前 1 9 4 2

4前 2 8 4 1 4前 2 9 3 1

4後 2 8 4 1 4後 2 9 3 1

4前 2 8 4 4前 2 9 3

4後 2 8 4 4後 2 9 3

4通 4 8 4 2 4通 4 9 4 2

― 13 0 0 8 4 0 2 0 0 ― 13 0 0 9 4 0 2 0 0

― 102 73 4 8 4 0 2 0 48 ― 102 73 4 9 4 0 2 0 54

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

小計（18科目） 小計（18科目）

小計（21科目） 小計（21科目）

小計（3科目） 小計（3科目）

小計（6科目）

卒業論文演習 卒業論文演習

分子生命化学プレゼンテーション法（一） 分子生命化学プレゼンテーション法（一）

分子生命化学プレゼンテーション法（二） 分子生命化学プレゼンテーション法（二）

分子生命化学文献講読（一） 分子生命化学文献講読（一）

分子生命化学文献講読（二） 分子生命化学文献講読（二）

卒業論文 卒業論文

天然物合成化学 天然物合成化学

微生物利用学

合計（90科目）

小計（6科目）

合計（90科目）

専
門
基
礎
科
目

専
門
コ
ア
科
目

学
際
領
域
科

目

総
合
化
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
コ
ア
科
目

学
際
領
域
科

目

総
合
化
科
目

必修科目102単位、選択必修科目6単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「生物機能分子設計学」「機器分析学」「天然物合成化
学」「微生物利用学」の中から4単位）、選択科目16単位以上（ただし、学科専門科目の中
から4単位以上）を修得し、合計124単位以上を修得すること。（履修科目の登録の上限：
44単位（年間））

必修科目102単位、選択必修科目6単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「生物機能分子設計学」「機器分析学」「天然物合成化
学」「微生物利用学」の中から4単位）、選択科目16単位以上（ただし、学科専門科目の中
から4単位以上）を修得し、合計124単位以上を修得すること。（履修科目の登録の上限：
44単位（年間））

化学工学 化学工学

生化学 生化学

天然物化学※ 天然物化学※

農薬学 農薬学

農産物利用学 農産物利用学

応用分子生命化学実験 応用分子生命化学実験

微生物利用学

化学生態学 化学生態学

機能性物質論 機能性物質論

危険物取扱法 危険物取扱法

ケミカルバイオロジー ケミカルバイオロジー

単離精製方法論

生命高分子化学 生命高分子化学

生物機能分子設計学 生物機能分子設計学

機器分析学 機器分析学

生物無機化学（二） 生物無機化学（二）

分析化学※ 分析化学※

有機合成化学実験

無機及び分析化学実験 無機及び分析化学実験

天然物化学実験 天然物化学実験

高分子化学実験 高分子化学実験

農業と化学※ 農業と化学※

有機合成化学実験

基礎物理学（二）

農場実習 農場実習

生命高分子学（一） 生命高分子学（一）

生命高分子学（二） 生命高分子学（二）

生物無機化学（一） 生物無機化学（一）

科目
区分

生体有機化学 生体有機化学

単離精製方法論

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

高分子化学概説 高分子化学概説

基礎数学（一） 基礎数学（一）

基礎物理学（一） 基礎物理学（一）

基礎及び有機化学実験 基礎及び有機化学実験

無機化学 無機化学

有機化学（二） 有機化学（二）

物理化学（二） 物理化学（二）

基礎数学（二） 基礎数学（二）

基礎物理学（二）

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

卒業要件及び履修方法卒業要件及び履修方法
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 6 4 2 1前 2 8 4 3

1後 1 　 　 6 4 　 2 　 1後 1 　 　 8 4 　 3 　

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 13 1前 2 13

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 2前 1 1
2前 1 1 2前 1 1
3後 1 1 3後 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1

― 7 17 4 6 4 0 2 0 25 ― 7 17 4 8 4 0 3 0 25

1前 2 4 1前 2 4

1後 2 4 1後 2 4

2前 2 4 2前 2 4

2後 2 4 2後 2 4

1前 2 2 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 2 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

― 8 22 0 0 0 0 0 0 16 ― 8 22 0 0 0 0 0 0 13

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

― 6 10 0 1 1 0 0 0 5 ― 6 10 0 1 1 0 0 0 5
専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

創
生
型
科

目 3後 2 1

創
生
型
科

目 3後 2 1

― 2 2 0 1 0 0 0 0 3 ― 2 2 0 1 0 0 0 0 3

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 3 2 1 1後 3 2 1基礎及び有機化学実験

生物学

小計（2科目）

生命科学概論※生命科学概論※

起業論起業論

化学量論化学量論

基礎有機化学基礎有機化学

生物統計学生物統計学

有機化学（一）有機化学（一）

物理化学（一）

人
間
関
係

科
目

社
会
関
係

科
目

自
然
関
係
科
目

高分子化学概説高分子化学概説

基礎数学（一）基礎数学（一）

基礎物理学（一）基礎物理学（一）

物理化学（一）

物理学物理学

地学地学

科学と哲学科学と哲学

生命倫理生命倫理

経済入門経済入門

日本国憲法日本国憲法

専
門
基
礎
科
目

基礎及び有機化学実験

スペイン語（二）スペイン語（二）

ドイツ語（一）ドイツ語（一）

ドイツ語（二）ドイツ語（二）

生物学

化学化学

英会話（二）英会話（二）

ビジネス英語ビジネス英語

中国語（一）中国語（一）

中国語（二）中国語（二）

スペイン語（一）スペイン語（一）

英語（三）英語（三）

英語（四）英語（四）

TOEIC英語（一）TOEIC英語（一）

TOEIC英語（二）TOEIC英語（二）

英会話（一）英会話（一）

インターンシップインターンシップ

基礎生物基礎生物

基礎化学基礎化学

英語（一）英語（一）

英語（二）英語（二）

特別講義（四）特別講義（四）
インターナショナル・スタディーズ（一）※インターナショナル・スタディーズ（一）※

インターナショナル・スタディーズ（二）インターナショナル・スタディーズ（二）

キャリアデザインキャリアデザイン
ビジネスマナービジネスマナー

スポーツ・レクリエーション（一）スポーツ・レクリエーション（一）

スポーツ・レクリエーション（二）スポーツ・レクリエーション（二）

特別講義（一）特別講義（一）

特別講義（二）特別講義（二）

特別講義（三）特別講義（三）

【平成３０年度】【平成２９年度】

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

小計（17科目）

小計（2科目）

科目
区分

科目
区分

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備

科
目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル
教

育
科
目

基
盤
英
語
科
目

実
用
英
語
科
目

初
修
外
国
語
科
目

フレッシュマンセミナーフレッシュマンセミナー

共通演習共通演習

情報基礎（一）情報基礎（一）

情報基礎（二）情報基礎（二）

小計（17科目）

総
合
教
育
科
目

総
合
教
育
科
目

小計（15科目）

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

小計（15科目）

小計（8科目） 小計（8科目）
専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備

科
目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル
教

育
科
目

基
盤
英
語
科
目

実
用
英
語
科
目

初
修
外
国
語
科
目

人
間
関
係

科
目

社
会
関
係

科
目

自
然
関
係
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 3 1 1 2前 3 1 1 1

2前 3 2 1 2前 3 2 1

2後 3 2 1 2後 3 2 1

2後 3 1 1 1 2後 3 1 1 1

― 41 0 0 8 4 0 2 0 2 ― 41 0 0 8 4 0 3 0 2

1前 2 4 1 1前 2 4 1

1前 1 2 2 1前 1 1 2 3

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 2 2後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 2 3後 2 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 8 4 2 3後 2 8 4 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

― 31 16 0 8 4 0 2 0 1 ― 31 16 0 8 4 0 3 0 1

2後 2 1 2後 2 1 0

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 0 6 0 1 0 0 0 0 2 ― 0 6 0 1 0 0 0 0 1

3前 1 8 4 2 3前 1 8 4 2

4前 2 8 4 1 4前 2 8 4 1

4後 2 8 4 1 4後 2 8 4 1

4前 2 8 4 4前 2 8 4

4後 2 8 4 4後 2 8 4

4通 4 8 4 2 4通 4 8 4 2

― 13 0 0 8 4 0 2 0 0 ― 13 0 0 8 4 0 2 0 0

― 108 73 4 8 4 0 2 0 55 ― 108 73 4 8 4 0 3 0 50

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

必修科目102単位、選択必修科目6単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「生物機能分子設計学」「機器分析学」「天然物合成化
学」「微生物利用学」の中から4単位）、選択科目16単位以上（ただし、学科専門科目の中
から4単位以上）を修得し、合計124単位以上を修得すること。（履修科目の登録の上限：
44単位（年間））

必修科目102単位、選択必修科目6単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「生物機能分子設計学」「機器分析学」「天然物合成化
学」「微生物利用学」の中から4単位）、選択科目16単位以上（ただし、学科専門科目の中
から4単位以上）を修得し、合計124単位以上を修得すること。（履修科目の登録の上限：
44単位（年間））

ケミカルバイオロジーケミカルバイオロジー

化学工学化学工学

卒業論文演習卒業論文演習

分子生命化学プレゼンテーション法（一）分子生命化学プレゼンテーション法（一）

分子生命化学プレゼンテーション法（二）分子生命化学プレゼンテーション法（二）

天然物合成化学天然物合成化学

微生物利用学微生物利用学

機器分析学

生物無機化学（二）生物無機化学（二）

生化学

分子生命化学文献講読（一）分子生命化学文献講読（一）

分子生命化学文献講読（二）分子生命化学文献講読（二）

卒業論文卒業論文

機能性物質論

危険物取扱法危険物取扱法

生化学

天然物化学※天然物化学※

農薬学農薬学

農産物利用学農産物利用学

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

総
合
化
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
コ
ア
科
目

学
際
領
域
科

目

総
合
化
科
目

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

農場実習

生命高分子学（一）

生命高分子学（二）

生物無機化学（一）

分析化学※

生体有機化学

単離精製方法論

生命高分子化学

生物機能分子設計学

無機化学

有機化学（二）

物理化学（二）

基礎数学（二）

基礎物理学（二）

科目
区分

専
門
基
礎
科
目

専
門
コ
ア
科
目

学
際
領
域
科

目

無機化学

有機化学（二）

物理化学（二）

基礎数学（二）

基礎物理学（二）

農業と化学※

応用分子生命化学実験応用分子生命化学実験

有機合成化学実験有機合成化学実験

無機及び分析化学実験無機及び分析化学実験

天然物化学実験天然物化学実験

高分子化学実験高分子化学実験

農業と化学※

化学生態学化学生態学

機能性物質論

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

合計（90科目） 合計（90科目）

小計（18科目） 小計（18科目）

小計（21科目） 小計（21科目）

小計（3科目） 小計（3科目）

小計（6科目） 小計（6科目）

農場実習

生命高分子学（一）

生命高分子学（二）

生物無機化学（一）

分析化学※

生体有機化学

単離精製方法論

生命高分子化学

生物機能分子設計学

機器分析学
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【平成２９年度】

【平成３０年度】

【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

・矢島専任准教授が専任教授、斎藤専任助教が専任准教授に昇格したため専任教員等の配置を変更。
　「フレッシュマンセミナー」「共通演習」／「教授８」から「教授９」、「助教３」から「助教２」
　「有機合成化学実験」／「教授１」から「教授２」、「助教１」から「助教０」
・矢島専任准教授が専任教授に昇格したため専任教員等の配置を変更。
　「化学」／「教授０」から「教授１」、「准教授１」から「准教授０」
　「卒業論文演習」「分子生命化学プレゼンテーション法（一）」「分子生命化学プレゼンテーション法（二）」
　「分子生命化学文献講読（一）」「分子生命化学文献講読（一）」「卒業論文」／「教授８」から「教授９」
　「分子生命化学プレゼンテーション法（一）」「分子生命化学プレゼンテーション法（二）」　「分子生命化学文献講読（一）」
　「分子生命化学文献講読（一）」／「准教授４」から「准教授３」
・クラス数増加により、「情報基礎（二）」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。
・クラス数増加により、「英語（一）」「英語（二）」「英語（三）」「英語（四）」の専任教員等の配置を「兼４」から「兼５」に変更。
・教育効果向上の理由により「農場実習」の担当者追加のため専任教員等の配置を「准教授２」から「准教授３」、「兼０」から「兼１」に
変更。
・教育効果向上の理由により「生物機能分子設計学」の担当者追加のため専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に変更。

　　　　

　　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

　　　　

計

変更状況

49 39 2 90 ―

　　　　

（２） 授業科目数

　　　　

備考

変更なし

　　　　

・時間割調整の理由により、「フレッシュマンセミナー」「共通演習」の専任教員等の配置を「教授６」から「教授８」に変更。
・新規採用により、「フレッシュマンセミナー」「共通演習」の専任教員等の配置を「助教２」から「助教３」に変更。
・クラス数減少により、「TOEIC英語（一）」「英会話（二）」の専任教員等の配置を「兼２」から「兼１」に変更。
・新規採用により、「有機合成化学実験」の専任教員等の配置を「助教０」から「助教１」に変更。
・時間割調整の理由により、「農場実習」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・担当者の追加及び新規採用により、「農場実習」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」、「助教２」から「助教３」に変更。
・長嶋兼任講師辞任により、「危険物取扱法」の専任教員等の配置を「兼１」から「兼０」、「准教授０」から「准教授１」に変更。

[　―　]

・時間割調整の理由により、「インターナショナル・スタディーズ（一）」の専任教員等の配置を「兼１２」から「兼１３」に変更。
・時間割調整の理由（クラス数減少）により、「英会話（一）」の専任教員等の配置を「兼２」から「兼１」に変更。

[　―　]

―

[　―　]

計（Ａ）

―

[　―　]

必修 選択 自由

―

設置時の計画

必修 選択 自由
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

90

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

該当なし

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

該当なし

該当なし
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備考

大学全体
建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(元)
建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(30)
既設学部等における改修工事
等による用途変更のため(29)

6,403

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

6,524

649室
 867室
 682室
 673室

図書：新規購入による増(元)
学術雑誌：契約変更による増
（元）
視聴覚：新規購入による増
(元)
機械・器具：新規購入による
増加（元）
標本：新規購入による増加
（元）
図書：除籍による減(30)
学術雑誌：契約変更による減
(30)
視聴覚：新規購入による増
(30)
機械・器具：新規購入による
増加（30）
図書：新規購入による増加
（29）
学術雑誌：契約変更による減
少（29）
視聴覚資料：新規購入による
増加（29）
機械・器具：新規購入を上回
る除却（29）
○図書
（大学全体での共用分
299,323冊〔32,632冊〕）
○学術雑誌、電子ジャーナル
（世田谷・厚木ｷｬﾝﾊﾟｽﾀｲﾄﾙ
数）
○視聴覚資料
（世田谷・厚木ｷｬﾝﾊﾟｽ全所蔵
○機械・器具
学部全体
○標本
学部単位での特定不能なた
め、大学全体の数

(8,768〔8,583〕)

点 点

(221,027〔41,079〕) (17,731〔10,682〕)　

31,147.98㎡ 30,935.81㎡ 6,453.99㎡

東京農業大学短期大学部（収
容定員0人、面積基準2,000
㎡）の学生が在学しなくなり
廃止するまでの間、同短期大
学部と共用
建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(元)
建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(30)
既設学部等における改修工事
等による用途変更のため(29)

（106,049.17㎡） （82,276.89㎡） （4,108.23㎡）

 2,664,688.34㎡  2,664,688.34㎡

 238,894.66㎡  238,894.66㎡

68,537.78㎡

30,935.81㎡ 21,804.75㎡

3,049,837.10㎡

437,968.32㎡

2,664,609.34㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地 0㎡ 15,350.76㎡ 369,430.54㎡354,079.78㎡

（192,434.29㎡）

(２) 校 舎

新設学部等の名称 室 数

生命科学部　分子生命化学科 室

冊

東京農業大学第一高等学校
(収容定員1,050人、面積基準
運動場8,400㎡)、中等部(収
容定員450人、面積基準 運動
場4,950㎡)と共用
借用面積：3,570.24㎡
借用期間：60年
登記簿上錯誤による面積変更
が判明したため（元）
君津の土地売却のため(29)

 190,347.54㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(30)
学科としての室数を記載のた
め(29)

238,911.51㎡

 （105,326.99㎡）

 3,050,778.10㎡ 30,935.81㎡

計

238,911.51㎡

 （82,976.27㎡）  （4,131.03㎡）

校

地

等

専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

共 用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小 計

区 分

385,227.76㎡

内 容

専 用

 (214,708〔39,573〕)

 3,103,518.66㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

情報処理学習施設

（補助職員　2人）

（33,777）

21,804.75㎡

電子ジャーナル

そ　の　他

 2,665,550.34㎡

8室

2,664,609.34㎡

 3,102,656.66㎡ 3,049,916.10㎡

 （2,399） (5,830〔5,688〕) (6,403)

 190,347.54㎡

 192,434.29㎡ 0㎡ 0㎡  192,434.29㎡

14
7

16

視聴覚資料

実験実習室

点

1室

0㎡ 0㎡  2,665,550.34㎡

講　義　室

101室
 103室

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

 (10,507〔7,076〕)

61室
 116室
 100室

新設学部等
の名称

 (219,666〔40,628〕)

2,764 33,777

合 計

3,049,837.10㎡

 (7,264〔6,505〕) (6,296)  （2,156）

 （2,347）  （33,777）

 (217,813〔40,784〕)  (9,210〔6,278〕)　

(6,524)

(6,143) （7,322〔6,570〕)

 (7,264〔6,505〕) (6,296)

232,714〔41,764〕 10,535〔7,139〕　

6,296

232,714〔41,764〕 10,535〔7,139〕　 7,322〔6,570〕　 6,143

6,524

 （7,322〔6,570〕) (6,143)  （2,347）

(8,768〔8,583〕) (6,524) （2,454） （33,778）

図
書
・
設
備

(５)

計

種

生命科学部
分子生命化学科

 (214,708〔39,573〕)  （10,535〔7,139〕)

(221,027〔41,079〕)

 (217,813〔40,784〕)  (9,210〔6,278〕)　

(17,731〔10,682〕)　

 (219,666〔40,628〕)  (10,507〔7,076〕)

 (10,535〔7,139〕)

 （2,156）

6,403

6,296

7,322〔6,570〕　 6,143 2,764 33,777

（2,454） （33,778）

 (5,830〔5,688〕) (6,403) （2,399）
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大学全体

・ 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」
を併せて提出してください。

・ 「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　

―　千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,535.6千円 1,345.6千円

第４年次 第５年次

―　千円

経費の見
積り及び
維持方法
の概要

教員１人当り研究費等 図書購入費
 331千円

収 納 可 能 冊 数

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、
その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。
なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

・ 運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。
項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

・ 国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

閲 覧 座 席 数

1,445.6千円

面 積

開設年度完成年度

10,371.27㎡ 野 球 場 2 面
4　面

大学全体
既存施設の用途変更のため
（元）

テ ニ ス コ ー ト 6  面

開設前年度 完成年度

1,162,0001,383

区 分 開設年度

経費
の見
積り

共同研究費等 設備購入費
 10,622千円 6,685千円

区　　分

 204,944千円  141,818千円 19,451千円

体育館以外のスポーツ施設の概要面 積

 3,259千円
317千円 0千円 12,585千円

複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

(８)

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金収入、寄付金収入、手数料収入　等

52,581千円 122,291千円

第６年次

177,275千円

1,785千円

開設年度については平成29年
度決算を受けて実績に変更
（元）
開設前年度については平成28
年度決算を受けて実績に変更
（30）
図書費には電子ジャーナル・
データベースの整備費及び雑
誌資料費を含む。

340千円

1,395.6千円

(６) 図　　書　　館
8,026.19㎡

(７) 体　　育　　館
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度
人

農学部 4 558 ― 2,438 ― 1.08 ― ― ―

農学科 4 170 ― 796
学士

（農学） 1.09 ― 昭和24
神奈川県厚木市船
子1737

H30入学定員変更（△50）
H31編入定員変更（△16）

動物科学科 4 140 ― 650
学士

（農学） 1.07 ― 昭和24 同上
H30入学定員変更（△40）
H31編入定員変更（△10）

生物資源開発学科 4 125 ― 500
学士

（農学） 1.06 ― 平成30 同上

デザイン農学科 4 123 ― 492
学士

（農学） 1.04 ― 平成30 同上

バイオセラピー学科 4 ― ― ―
学士

（農学） ― ― 平成18 同上 平成30年学生募集停止

応用生物科学部 4 570 ― 2,264 ― 1.07 ― ― ―

農芸化学科 4 150 ― 590
学士（応用生

物科学） 1.08 平成30 平成10
東京都世田谷区桜
丘1－1－1

入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

醸造科学科 4 150 ― 600
学士（応用生

物科学） 1.08 平成30 平成10 同上
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△20）

食品安全健康学科 4 150 ― 590
学士（応用生

物科学） 1.07 平成30 平成26 同上
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

栄養科学科 4 120 ― 484
学士（応用生

物科学） 1.03 平成30 平成10 同上 H31編入定員変更（△4）

バイオサイエンス学科 4 ― ― ―
学士（応用生

物科学） ― ― 平成10 同上 平成29年学生募集停止

生命科学部 4 410 ― 1,560 ― 1.05 ― ― ―

バイオサイエンス学科 4 150 ― 580
学士

（農学） 1.06 平成30 平成29
東京都世田谷区桜
丘1－1－1

入学定員変更（10）

分子生命化学科 4 130 ― 490
学士

（農学） 1.04 平成30 平成29 同上 入学定員変更（15）

分子微生物学科 4 130 ― 490
学士

（農学） 1.07 平成30 平成29 同上 入学定員変更（15）

地域環境科学部 4 490 1,949 1.07 ― ―

森林総合科学科 4 130 ― 526
学士（地域環

境科学） 1.07 平成30 平成10
東京都世田谷区桜
丘1－1－1

H29入学定員変更（△20）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△6）

生産環境工学科 4 130 ― 523
学士（地域環

境科学） 1.05 平成30 平成10 同上
H29入学定員変更（△20）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△3）

造園科学科 4 130 ― 540
学士（地域環

境科学） 1.07 平成30 平成10 同上
H29入学定員変更（△20）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△20）

地域創成科学科 4 100 ― 360
学士

（農学） 1.06 平成30 平成29 同上 入学定員変更（20）

国際食料情報学部 4 600 ― 2,415 ― 1.07 ― ― ―

国際農業開発学科 4 150 ― 590
学士（国際食
料情報学） 1.07 平成30 平成10

東京都世田谷区桜
丘1－1－1

入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

食料環境経済学科 4 190 ― 790
学士（国際食
料情報学） 1.08 平成30 平成10 同上

H29入学定員変更（△40）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

国際バイオビジネス学科 4 150 ― 615
学士（国際食
料情報学） 1.07 平成30 平成10 同上

H29入学定員変更（△30）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△5）

国際食農科学科 4 110 ― 420
学士

（農学） 1.06 平成30 平成29 同上 入学定員変更（10）

生物産業学部 4 350
3年次

27
1,454 ― 1.09 ― ― ―

北方圏農学科 4 100
3年次

10
420

学士
（農学） 1.08 ― 平成1

北海道網走市八坂
196

海洋水産学科 4 80 ― 320
学士

（農学） 1.10 ― 平成18 同上

食香粧化学科 4 80
3年次

12
344

学士
（農学） 1.08 ― 平成1 同上

自然資源経営学科 4 90
3年次

5
370

学士
（経営学） 1.10 ― 平成1 同上

大学全体 ― 2,978
3年次

27
12,080 ― ― ― ― ―

　東　京　農　業　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍
人

農学研究科

博士前期課程 2 181 ― 362 ― 1.00 ― ― ―

農学専攻 2 14 ― 28 修士（農学） 1.03 ― 昭和28
神奈川県厚木市船子
1737

畜産学専攻 2 12 ― 24 修士（畜産学） 1.20 ― 昭和61 同上

バイオセラピー学専攻 2 10 ― 20
修士（バイオセラ

ピー学） 1.00 ― 平成22 同上

バイオサイエンス専攻 2 30 ― 60
修士（バイオサイ

エンス） 1.28 ― 平成14
東京都世田谷区桜丘1
－1－1

農芸化学専攻 2 25 ― 50 修士（農芸化学） 0.98 ― 昭和32 同上

醸造学専攻 2 12 ― 24 修士（醸造学） 2.24 ― 平成2 同上

食品栄養学専攻 2 12 ― 24
修士（食品栄養

学） 0.20 ― 昭和61 同上

林学専攻 2 12 ― 24 修士（林学） 0.70 ― 昭和61 同上

農業工学専攻 2 8 ― 16 修士（農業工学） 0.87 ― 平成2 同上

造園学専攻 2 12 ― 24 修士（造園学） 0.62 ― 平成2 同上

国際農業開発学専攻 2 12 ― 24
修士（国際農業開

発学） 1.62 ― 平成2 同上

農業経済学専攻 2 10 ― 20
修士（農業経済

学） 0.45 ― 昭和28 同上

国際バイオビジネス学専攻 2 12 ― 24
修士（国際バイオ

ビジネス学） 0.49 ― 平成14 同上

修士課程 2 20 ― 40 ― 0.87 ― ― ―

食品安全健康学専攻 2 20 ― 40
修士（食品安全健

康学） 0.87 ― 平成30
東京都世田谷区桜丘1
－1－1

博士後期課程 3 53 ― 159 ― 0.64 ― ― ―

農学専攻 3 5 ― 15 博士（農学） 0.33 ― 昭和37
神奈川県厚木市船子
1737

畜産学専攻 3 4 ― 12 博士（畜産学） 0.41 ― 平成2 同上

バイオセラピー学専攻 3 3 ― 9
博士（バイオセラ

ピー学） 0.44 ― 平成24 同上

バイオサイエンス専攻 3 6 ― 18
博士（バイオサイ

エンス） 0.66 ― 平成16
東京都世田谷区桜丘1
－1－1

農芸化学専攻 3 5 ― 15 博士（農芸化学） 0.33 ― 昭和34 同上

醸造学専攻 3 2 ― 6 博士（醸造学） 1.66 ― 平成14 同上

食品栄養学専攻 3 2 ― 6
博士（食品栄養

学） 1.33 ― 平成14 同上

林学専攻 3 4 ― 12 博士（林学） 0.25 ― 平成2 同上

農業工学専攻 3 2 ― 6 博士（農業工学） 1.16 ― 平成14 同上

造園学専攻 3 3 ― 9 博士（造園学） 0.55 ― 平成14 同上

国際農業開発学専攻 3 2 ― 6
博士（国際農業開

発学） 2.50 ― 平成14 同上

農業経済学専攻 3 5 ― 15
博士（農業経済

学） 0.46 ― 昭和37 同上

国際バイオビジネス学専攻 3 5 ― 15
博士（国際バイオ

ビジネス学） 0.33 ― 平成16 同上

環境共生学専攻 3 5 ― 15
博士（環境共生

学） 0.80 ― 平成2 同上

生物産業学研究科
博士前期課程 2 20 40 ― 1.02 ― ― ―

生物生産学専攻 2 7 ― 14
修士

（生物産業学） 0.57 ― 平成22 北海道網走市八坂196

アクアバイオ学専攻 2 5 ― 10
修士

（生物産業学） 0.90 ― 平成22 同上

食品香粧学専攻 2 5 ― 10
修士

（生物産業学） 2.10 ― 平成22 同上

産業経営学専攻 2 3 ― 6
修士

（生物産業学） 0.49 ― 平成22 同上

博士後期課程 3 8 24 ― 0.58 ― ― ―

生物産業学専攻 3 8 ― 24
博士（生物産業

学）
又は（経営学）

0.58 ― 平成7 同上

大学院全体 ― 282 ― 625 ― ― ― ― ―

　東　京　農　業　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度
人

総合情報学部 4 400
3年次

10
1,720 ― 1.09 ―

総合情報学科 4 400
3年次

10
1,720

学士（総合情報
学） 1.09 ― 平成25

千葉県千葉市若葉区
御成台4－1

H29定員変更(△100)

看護学部 4 100 400 0.93 ―

看護学科 4 100 ― 400 学士（看護学） 0.93 ― 平成29 同上

大学全体 4 500
3年次

10
2,120 ― ― ― ― ―

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度
人

総合情報学研究科
博士前期課程 2 15 ― 30 ― 0.30 ―

総合情報学専攻 2 15 ― 30
修士（総合情報

学） 0.30 ― 平成4
千葉県千葉市若葉区
御成台4－1

博士後期課程 3 3 ― 9 ― 0.44 ―

総合情報学専攻 3 3 ― 9
博士（総合情報

学） 0.44 ― 平成11 同上

大学院全体 ― 18 ― 39 ― ― ― ― ―

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

（専攻科及び別科を除く）。

・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

記入してください。

　東　京　情　報　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　東　京　情　報　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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区 分
今後の

の実施計画

設　置　時

（平成２８年６月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成２９年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成３０年）

該当なし

該当なし 該当なし 該当なし

具体的に記入してください。

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

該当なし 該当なし

・ 「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし 該当なし 該当なし
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

① 科目区分の変更について（一部） ① 学部共通基礎科目→学科基礎科目

・教職課程認定における一部変更 学部共通専門科目→学科専門科目

への対応、ＦＤワーキンググループの取組み、ＦＤ推進ワークショップへの参加、学内ＦＤ活動の推進等）

ＧＰＡの活用計画、学外オリエンテーション実施計画、アクティブラーニング（ＡＬ)科目の確認等）

⑧ 若手教員の学外ＦＤ研修への参加

④ 各学科の学科会議の時間を借用して、本学のＦＤ活動の説明会を学部長が実施した。

⑤ 任期制教員への面談及び指導記録の作成を各学部長を中心に各学科で年度末に行っている。

⑥ 教職員を対象とし、学生対応セミナー・障がい学生支援対策研修会・自殺予防に関する研修会を実施した。

⑧ 日本私立大学連盟主催の新任専任教員向けのＦＤ推進ワークショップ（８月）に若手教員６名を参加させた。

　ｂ　実施方法

⑥ 学生対応セミナー・障がい学生支援対策研修会・自殺予防に関する研修会の実施

⑦ 外部評価会議の実施

② 専任教員全員を対象に、毎年、教育研究活動に関する自己教育評価アンケートを実施している。

平成３０年度からは、設問を一部見直し、７６項目（自由記述を含む）とするとともにＷＥＢによる回答形式を導入した。

また、結果を所属毎・職階毎に集計し、平均点や得点分布等を所属長及び本人にフィードバックしている。

③ 全学生を対象として前・後学期に各1回「授業評価及び学修時間アンケート」を実施し、実施結果を学生及び教員に

フィードバックするとともに、授業評価結果が一定基準に満たない場合は改善報告書の提出を求めている。

平成３０年度からは、設問を一部見直し、２１項目（教科単位の個別設問及び自由記述を含む）とするとともに

学修成果の可視化の観点から、回答には学籍番号を記載させるよう改めた。

⑦ 教育研究活動の内部質保証の取り組みとして、中等教育学校関係者及び民間企業採用担当者の方々に評価委員をお願いし、

本学の教育研究活動について意見を伺う機会とする外部評価会議を大学院教学検討委員会と合同で２回実施した。

② 自己教育評価の実施

③ 授業評価及び学修時間アンケート結果の活用（改善報告書の提出を含む）

④ 各学科内ＦＤ活動の実施（全教員の３／４以上の参加）

⑤ 任期制教員への面談、指導記録の作成

① 新任の専任教員全員を対象に、学長・副学長・研究科委員長等から、教員としての心得・建学の精神、ハラスメント防止等

について説明を行った。更に、学部学科単位で独自の研修やフォローアップを行っている。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

② 実施状況

　　「全学審議会設置委員会（一部抜粋）（資料３）」「教学検討委員会運営要項（資料４）」

平成３０年度は、平成３１年１月を除く毎月１回の計１１回の委員会を開催した。

委員は、副学長（教学担当）、学部長、事務局長、学務部長、事務部長、大学改革推進室長の役職者を充てている。

・ 教学検討委員会活動計画に関する事項

・ ＦＤ活動に関する事項（シラバスの記載内容の変更、シラバスの第３者チェックの実施、オフィスアワーの設定、

授業評価への取組み、授業評価結果活用、ナンバリング及びカリキュラムツリーの作成、教育改革推進プロジェクト

・ 教学に関する事項（年間授業計画、特別講義、世田谷６大学コンソーシアム連携授業、他学部・他学科聴講、

・ 教学検討委員会活動報告に関する事項

① 新任教員のための研修会の実施

７　その他全般的事項

＜生命科学部　分子生命化学科＞

（１） 設置計画変更事項等

① 実施体制

ａ　委員会の設置状況

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

ａ　実施内容

全学的な組織として、全学審議会の下に教学検討委員会を設置している。

※関係規程等　「東京農業大学学則（一部抜粋）（資料１）」「東京農業大学全学審議会規程（資料２）」
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　　　　後学期は、平成３１年１月に「授業評価及び学修時間アンケート」を実施し、結果を３月に授業担当者及び学生に公開した。

　　　　評価結果が一定基準に満たない授業担当者については、改善計画書の提出を求めた。

　　④　平成３０年度は、６月から７月にかけて実施し、全専任教員の３／４以上の参加を得ることができた。

　　⑤　平成３０年度は、平成３１年２月に任期制教員全員について実施した。

　　⑥　平成３０年度は、学生対応セミナーを７月２７日に実施し、１０１名の参加があった。

　　　　また、障がい学生支援対策研修会を１２月７日に実施し、１３６名の参加があった。

　　　　「自殺の予防とポストベンション」をテーマとした研修会を平成３１年３月１３日に実施し、８４名の参加があった。

　　⑧　平成３０年度ＦＤ推進ワークショップは、８月に１泊２日で開催され、本学からは６名が参加した。

　　⑤　任期制教員の教育及び研究の状況を確認し、設定目標に対する指導・アドバイスを行った。

　　⑥　学生対応セミナーにより、授業の進め方や学生相談の際の気遣いについて理解を深めた。

　　　　障がい学生支援対策研修会では、障がいのある学生に対する授業の進め方や接し方について理解を深めた。

　　⑦　外部評価委員から非常に参考になるご意見を頂戴した。次年度のＦＤ活動計画に改善事項として盛り込む予定である。

　　⑧　ワークショップの経験や他大学の取り組みの情報を活かし、授業改善に取り組んでいる。

　　　　学生に対しては、集計結果を学科、学年等カテゴリーごとに集計し、学生ポータルで公開している。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　また、民間企業採用担当者６社９名の評価委員による外部評価会議を１０月２６日に実施した。

　　①　新任研修において、建学の精神や沿革など農大独自の方針や歴史を理解させることにより、本学の特長である研究室での

　　　　教育研究活動の活性化につながっている。また、ハラスメント防止対策の理解を深化させることができた。

　　②　大学全体平均・学部平均との比較により、自身の教育・研究活動の振り返りと改善への意識付けにつながっており、

　　　　シラバス記載内容の充実等、ＦＤ活動への理解促進の一策として効果が上がっている。

　　③　授業評価結果の活用として、基準を下回った授業担当者全員から、改善計画等報告書を提出させている。

　　④　本学のＦＤ活動の実態について理解を深めることができた。

　　　　自殺予防に関する研修会では、自殺に至る心理状態と予防対策及び発生した場合の事後対応について理解を深めた。

　　　毎年、学期末に行っている。（平成２７年度からＷＥＢによる授業評価からマークシートによる授業評価に変更した。）

　  　　教員に対しては、集計結果を一覧表にしてメールで配信している。評価結果が一定基準に達していない場合は、
 　 　授業改善計画等報告書の提出を依頼し、文書で回収している。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　①　平成３０年度は、全体研修を４月１１日に実施した。新任の専任教員のほぼ全員が参加した。

　　②　平成３０年度は、平成３１年２月に実施した。専任教員のほぼ全員が回答した。

　　③　平成３０年前学期は、７月に「授業評価及び学修時間アンケート」を実施し、結果を９月に授業担当者及び学生に公開した。

　　⑦　中等教育学校の校長、教頭をはじめとした５校１１名の評価委員による外部評価会議を９月７日に実施した。
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　　・平成３１年度（令和元年度）に評価機関（公益財団法人大学基準協会）の評価を受審

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和元年６月末を予定）

③　認証評価を受ける計画

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　　令和元年　６月　３０日（予定）　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　―　　）

該当なし

②　自己点検・評価報告書

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

 分子生命化学科は基礎力を向上させ、習得した知識を適用して現状の課題に柔軟に対応できる能力、汎用性のある基礎
力、基礎力への応用展開力を習得させる教育を行う。農学・生命科学領域における基礎は、分子・原子を基盤に据えた
「化学＋物理学（数学）」であるという視点に基づき、農学・生命科学領域で応用展開可能な基礎力を有する人材を育
成することを教育の目標としている。
　開設３年目にあたる平成３１年度入学試験（一般入試）では、合格倍率はＡ日程入試では３．０倍（平成２９年度
３．６倍、平成３０年度３．７倍）、Ｂ日程入試では３．９倍（平成２９年度６．８倍、平成３０年度９．７倍）とな
り、本学科に対する高校生のニーズが高いことが確認することができた。新入生１３３名を迎え入れ、２年生１３２
名、３年生１２３名とあわせ、３８８名（留年者含む）の学生に対して学科の目的に沿った教育研究を確実に実行し、
社会から必要とされる人材を養成していく所存である。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和元年６月３０日　公表予定

　ｂ　公表方法
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設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（オオサワ　カンジュ）

大澤　貫寿

（平成23年7月）

（タカノ　カツミ）

髙野　克己

（平成25年7月）

（ヤジマ　シュンスケ）

矢嶋　俊介

（平成29年4月）

（ウチノ　マサタカ）

内野　昌孝

（平成29年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

令和元年度に報告する内容　→（元）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学 科 長

学　　長

職　　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人東京農業大学

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

東京農業大学

東京都世田谷区桜丘１－１－１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒１５６－８５０２

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

生命科学部
分子微生物学科

　学士（農学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 115人 0人 130人 ―人 130人 ―人

1,942 ― 1,975 ― 1,457 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 1 ] [―] [ 1 ] [―] [ 1 ] [―]

1,896 ― 1,943 ― 1,423 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 1 ] [―] [ 1 ] [―] [ 1 ] [―]

493 ― 606 ― 696 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 0 ] [―] [ 0 ] [―] [ 1 ] [―]

120 ― 133 ― 152 ―

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (―) (―) (―) (―) (―) (―)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 0 ] [―] [ 0 ] [―] [ 1 ] [ 0 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

(　　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

(　　 　) (―)

1.04

(―)

[ 　　　 ] [ ― ] [ ― ]

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

農学関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

4 130 － 520
入学定員115人、収容定員
460人（平成30年4月）
（30）

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度平成３０年度平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

1.07 倍 ―倍

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.16

(―)

[ ― ]

1.02

[ 　　　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

120 ― 133 ― 153 ―

[　 　] [　 　] [　 　] [　 　] [―] [―] [―] [―] [ 1 ] [―]

（　　） （　　） （　　） （　　） （―） （―） （―） （―） ( 1 ) （―）

― ― 119 ― 132 ―

[　　 ] [　 　] [―] [―] [―] [―] [―] [―]

（　　） （　　） （―） （―） （―） （―） ( 1 ) （―）

― ― ― ― 115 ―

[―] [―] [―] [―] [―] [―]

（―） （―） （―） （―） （―） （―）

― ― ― ―

[―] [―] [―] [―]

（―） （―） （―） （―）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（　2　）

平成２９年度

（　―　）

252

（　　　　 ） （　　　　 ） （　―　）

平成２７年度 平成２８年度

計

備　　　　　考

120 400

[　　　 　] [　　　　 ] [ ― ] [ 1 ][ ― ]

４年次

１年次

２年次

３年次

令和元年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成３０年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成２７年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 0 人 0 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 1 人 0 人 経済的理由（1人）

平成３０年度 0 人 0 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２９年度 3 人 0 人 他大学入学（1人）、進路変更（1人）、健康上の理由（1人）

平成３０年度 1 人 0 人 進路変更（1人）

令和元年度 0 人 0 人

5 人 5 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２７年度】

平成２７年度の退学者数（ａ） 0
平成２７年度の在学者数（ｂ） 0

【平成２８年度】

平成２８年度の退学者数（ａ） 0
平成２８年度の在学者数（ｂ） 0

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 120

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 1
平成３０年度の在学者数（ｂ） 252

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 4
令和元年度の在学者数（ｂ） 400

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

－ ％

－ ％

0 ％

= = 1 ％

0.39 ％=

=

=

=

=

=

=

=

人

0

合　　計

人

平成３０年度 252 人 1 人

人令和元年度 400 人 4

人平成２９年度 120

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２７年度

平成２８年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人
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【令和元年度】

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 2 9 1 5 1前 2 9 4 2

1後 1 　 9 1 　 5 1後 1 　 9 4 2

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 3

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 12 1前 2 1 12

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 2前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1

― 7 17 4 9 1 0 5 0 23 ― 7 17 4 9 4 0 2 0 24

1前 2 4 1前 2 5

1後 2 4 1後 2 5

2前 2 4 2前 2 5

2後 2 4 2後 2 5

1前 2 2 1前 2 3

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 2 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1
― 8 22 0 0 0 0 0 0 13 ― 8 22 0 0 0 0 0 0 15

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

― 6 10 0 1 0 0 0 0 6 ― 6 10 0 1 0 0 0 0 6
専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

創
生
型
科

目 3後 2 1
創
生
型
科

目 3後 2 1

― 2 2 0 1 0 0 0 0 3 ― 2 2 0 1 0 0 0 0 3

1前 2 2 1 5

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 2 1後 2 2

授業科目の名称

配
当
年
次

情報基礎（一）

情報基礎（二） 情報基礎（二）

２　授業科目の概要

＜生命科学部　分子微生物学科＞

【認可時又は届出時】

（１）ー① 授業科目表

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科目
区分

科目
区分

総
合
教
育
科
目

総
合
教
育
科
目

小計（17科目）

スポーツ・レクリエーション（一） スポーツ・レクリエーション（一）

スポーツ・レクリエーション（二） スポーツ・レクリエーション（二）

特別講義（一） 特別講義（一）

特別講義（二） 特別講義（二）

特別講義（三） 特別講義（三）

特別講義（四） 特別講義（四）
インターナショナル・スタディーズ（一）※ インターナショナル・スタディーズ（一）※

インターナショナル・スタディーズ（二） インターナショナル・スタディーズ（二）

フレッシュマンセミナー フレッシュマンセミナー

共通演習 共通演習

情報基礎（一）

キャリアデザイン キャリアデザイン

ビジネスマナー ビジネスマナー

インターンシップ インターンシップ

基礎生物 基礎生物

基礎化学 基礎化学

外
国
語
科
目

外
国
語
科
目

小計（15科目） 小計（15科目）

TOEIC英語（一） TOEIC英語（一）

TOEIC英語（二） TOEIC英語（二）

英会話（一） 英会話（一）

英会話（二） 英会話（二）

ビジネス英語 ビジネス英語

実
用
英
語
科
目

英語（一） 英語（一）

英語（二） 英語（二）

英語（三） 英語（三）

英語（四） 英語（四）

経済入門 経済入門

日本国憲法 日本国憲法

人
間
関

係
科
目

社
会
関

係
科
目

中国語（一） 中国語（一）

中国語（二） 中国語（二）

スペイン語（一） スペイン語（一）

スペイン語（二） スペイン語（二）

ドイツ語（一） ドイツ語（一）

ドイツ語（二） ドイツ語（二）

初
修
外
国
語
科
目

生物統計学 生物統計学

微生物学（一）※ 微生物学（一）※

専
門
基
礎
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

小計（8科目） 小計（8科目）

小計（2科目） 小計（2科目）

生物学 生物学

化学 化学

物理学 物理学

地学 地学

自
然
関
係
科
目

科学と哲学 科学と哲学

生命倫理 生命倫理

生命科学概論※ 生命科学概論※

起業論 起業論

農学概論※

無機・有機化学※ 無機・有機化学※

数学 数学

小計（17科目）

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科

目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル
教

育
科
目

基
盤
英
語
科
目

実
用
英
語
科
目

初
修
外
国
語
科
目

人
間
関

係
科
目

社
会
関

係
科
目

自
然
関
係
科
目

専
門
基
礎
科
目

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科

目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル
教

育
科
目

基
盤
英
語
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1 0

2前 2 2 1 2前 2 2 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 2 0

2後 2 2 1 2後 2 2 1 0

3後 2 9 1 5 3後 2 9 4 2

1後 2 2 1 1後 2 2 1

1後 2 2 1 1後 2 2 1 0

2前 2 2 1 2前 2 2 1

2前 2 2 1 2前 2 2 1 0

3後 2 1 3後 2 1
― 30 4 0 9 1 0 5 0 3 ― 32 4 0 9 4 0 2 0 8
2前 2 2 2前 2 2

2後 2 1 1 2後 2 1 1

2後 2 2 2後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 3 1 1 3前 2 3 2 0

3後 2 1 1 3後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 2 3後 2 2

2後 2 1 1 1 2後 2 1 2 0

2前 1 5 2前 1 5

2後 1 1 4 2後 1 1 3 2

3前 1 9 1 5 3前 1 9 4 2

3後 1 9 1 5 3後 1 9 4 2

3前 2 2 1 3前 2 2 4 2

3前 2 2 1 3前 2 2 1 0

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 1 1 1 3前 2 1 2 0

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 2 1 2 3前 2 2 1 2

3前 2 2 1 3前 2 2 1 0

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 1 1 1 3前 2 1 2 0

3前 2 2 1 3前 2 2 1 0

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3後 2 2 1 3後 2 2 1 0

4前 2 5 4前 2 5

4後 2 4 1 4後 2 4 1
― 22 28 0 9 1 0 5 0 4 ― 22 28 0 9 4 0 2 0 4

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 2 6 0 1 1 0 0 0 2 ― 2 6 0 1 1 0 0 0 2
4前 2 9 1 5 4前 2 9 4 2

4後 2 9 1 5 4後 2 9 4 2

4通 4 9 1 5 4通 4 9 4 2
― 8 0 0 9 1 0 5 0 0 ― 8 0 0 9 4 0 2 0 0

― 85 89 4 9 1 0 5 0 51 ― 87 89 4 9 4 0 2 0 61

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

科目
区分

食品衛生概論

食品製造概論※

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

生物化学※ 生物化学※

生物環境科学※ 生物環境科学※

分子生物学（一） 分子生物学（一）

動物生理学※ 動物生理学※

植物生理学※ 植物生理学※

分子細胞生物学※ 分子細胞生物学※

バイオインフォマティクス※ バイオインフォマティクス※

英語論文講読 英語論文講読

基礎化学実験 基礎化学実験

分析化学実験

分子生物学（二）※

植物病理学※ 植物病理学※

バイオプロセス工学 バイオプロセス工学

応用微生物学※ 応用微生物学※

免疫・生体防御学※ 免疫・生体防御学※

分析化学実験

微生物学実験 微生物学実験

生物化学実験 生物化学実験

機器分析学 機器分析学

微生物学（二）※ 微生物学（二）※

食品製造概論※

分子生物学実験 分子生物学実験
分子微生物学演習（一）※ 分子微生物学演習（一）※

分子微生物学演習（二）※ 分子微生物学演習（二）※

分子微生物学演習（三） 分子微生物学演習（三）

分子微生物学演習（四）

複合微生物利用学※ 複合微生物利用学※

ゲノム情報利用学※ ゲノム情報利用学※

植物共生微生物学※ 植物共生微生物学※

動物共生微生物学※ 動物共生微生物学※

生物資源工学※

極限環境生物学※ 極限環境生物学※

複合微生物利用学実験 複合微生物利用学実験

植物共生微生物学実験 植物共生微生物学実験

動物共生微生物学実験 動物共生微生物学実験

バイオインフォマティクス実習

生物資源工学実験 生物資源工学実験

実験データ解析概論※ 実験データ解析概論※

先端分子微生物学概論※ 先端分子微生物学概論※

先端分子微生物学技術概論※ 先端分子微生物学技術概論※

プレゼンテーション演習

分子微生物学特別実験 分子微生物学特別実験

卒業論文 卒業論文

食と科学 食と科学

アイソトープ利用論 アイソトープ利用論

科学メディア論 科学メディア論

知的財産概論 知的財産概論

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

必修科目85単位、選択必修科目6単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「複合微生物利用学」「ゲノム情報利用学」「植物共生微
生物学」「動物共生微生物学」「生物資源工学」の中から2単位、同じく「複合微生物学実
験」「植物共生微生物学実験」「動物共生微生物学実験」「バイオインフォマティクス実
習」「生物資源工学実験」の中から2単位）、選択科目33単位以上（ただし、学科専門科
目から4単位以上）を修得し、合計124単位以上を修得すること。（履修科目の登録の上
限：44単位（年間））

必修科目85単位、選択必修科目6単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「複合微生物利用学」「ゲノム情報利用学」「植物共生微
生物学」「動物共生微生物学」「生物資源工学」の中から2単位、同じく「複合微生物学実
験」「植物共生微生物学実験」「動物共生微生物学実験」「バイオインフォマティクス実
習」「生物資源工学実験」の中から2単位）、選択科目33単位以上（ただし、学科専門科
目から4単位以上）を修得し、合計124単位以上を修得すること。（履修科目の登録の上
限：44単位（年間））

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
コ
ア
科
目

専
門
コ
ア
科
目

学
際
領
域
科
目

学
際
領
域
科
目

総
合
化
科

目

総
合
化
科

目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

小計（17科目）

プレゼンテーション演習

バイオインフォマティクス実習

生物資源工学※

分子微生物学演習（四）

分子生物学（二）※

食品衛生概論

小計（18科目）

小計（27科目） 小計（27科目）

小計（4科目） 小計（4科目）

小計（3科目）

合計（93科目） 合計（94科目）

小計（3科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 9 1 5 1前 2 9 2 4

1後 1 　 　 9 1 　 5 　 1後 1 　 　 9 2 　 4 　

1前 2 2 1前 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 12 1前 2 1 12

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 2前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1

― 7 17 4 9 1 0 5 0 12 ― 7 17 4 9 2 0 4 0 12

1前 2 4 1前 2 4

1後 2 4 1後 2 4

2前 2 4 2前 2 4

2後 2 4 2後 2 4

1前 2 2 1前 2 3

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 2 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
1前 2 1 1前 2 1
1後 2 1 1後 2 1
― 8 22 0 0 0 0 0 0 11 ― 8 22 0 0 0 0 0 0 11

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

― 6 10 0 1 0 0 0 0 6 ― 6 10 0 1 0 0 0 0 6
専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

専
門
共
通

科
目 3前 2 1 2

創
生
型
科

目 3後 2 1
創
生
型
科

目 3後 2 1

― 2 2 0 1 0 0 0 0 3 ― 2 2 0 1 0 0 0 0 3
1前 2 2 1 5 1前 2 2 1 5

1前 2 2 1前 2 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 2 1後 2 2

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

【平成３０年度】【平成２９年度】

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

科目
区分

特別講義（四）特別講義（四）
インターナショナル・スタディーズ（一）※インターナショナル・スタディーズ（一）※

インターナショナル・スタディーズ（二）インターナショナル・スタディーズ（二）

フレッシュマンセミナーフレッシュマンセミナー

共通演習共通演習

情報基礎（一）情報基礎（一）

情報基礎（二）情報基礎（二）

スポーツ・レクリエーション（一）スポーツ・レクリエーション（一）

スポーツ・レクリエーション（二）スポーツ・レクリエーション（二）

特別講義（一）特別講義（一）

特別講義（二）特別講義（二）

特別講義（三）特別講義（三）

キャリアデザインキャリアデザイン

ビジネスマナービジネスマナー

インターンシップインターンシップ

基礎生物基礎生物

基礎化学基礎化学

スペイン語（一）
スペイン語（二）スペイン語（二）
ドイツ語（一）ドイツ語（一）
ドイツ語（二）ドイツ語（二）

初
修
外
国
語
科
目

TOEIC英語（一）TOEIC英語（一）

TOEIC英語（二）TOEIC英語（二）

英会話（一）英会話（一）

英会話（二）英会話（二）

ビジネス英語ビジネス英語

実
用
英
語
科
目

中国語（一）中国語（一）
中国語（二）中国語（二）
スペイン語（一）

自
然
関
係
科
目

科学と哲学科学と哲学

生命倫理生命倫理

経済入門経済入門

日本国憲法日本国憲法

人
間
関

係
科
目

社
会
関

係
科
目

生命科学概論※生命科学概論※

起業論起業論

農学概論※農学概論※

無機・有機化学※無機・有機化学※

数学数学

生物統計学生物統計学

微生物学（一）※微生物学（一）※

生物化学※生物化学※

生物環境科学※

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科

目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル

教
育
科
目

基
盤
英
語
科
目

英語（一）英語（一）

英語（二）英語（二）

英語（三）英語（三）

英語（四）

小計（17科目）

英語（四）

専
門
基
礎
科
目

総
合
教
育
科
目

外
国
語
科
目

専
門
教
育
科
目

導
入
科
目

ス
ポ
ー

ツ
関

係
科
目

課
題
別
科
目

就
職
準
備
科

目

リ
メ
デ

ィ
ア
ル

教
育
科
目

基
盤
英
語
科
目

実
用
英
語
科
目

初
修
外
国
語
科
目

人
間
関

係
科
目

社
会
関

係
科
目

自
然
関
係
科
目

専
門
基
礎
科
目

総
合
教
育
科
目

外
国
語
科
目

専
門
教
育
科
目

小計（17科目）

生物環境科学※

分子生物学（一）

動物生理学※

生物学

小計（15科目） 小計（15科目）

小計（8科目） 小計（8科目）

小計（2科目） 小計（2科目）

分子生物学（一）

動物生理学※

生物学

化学化学

物理学物理学

地学地学
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 2 1 2前 2 2 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

2後 2 2 1 2後 2 2 1

3後 2 9 1 5 3後 2 9 2 4

1後 2 2 1 1後 2 2 1

1後 2 2 1 1後 2 2 1

2前 2 2 1 2前 2 2 1

2前 2 2 1 2前 2 2 1 0

3後 2 1 3後 2 1
― 32 4 0 9 1 0 5 0 8 ― 32 4 0 9 2 0 4 0 8
2前 2 2 2前 2 2

2後 2 1 1 2後 2 1 1

2後 2 2 2後 2 2

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 3 1 1 3前 2 3 2 0

3後 2 1 1 3後 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 2 3後 2 2

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

2前 1 5 2前 1 5

2後 1 1 4 2後 1 1 4

3前 1 9 1 5 3前 1 9 2 4

3後 1 9 1 5 3後 1 9 2 4

3前 2 2 1 3前 2 2 1 0

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 1 1 1 3前 2 1 1 1

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 2 1 2 3前 2 2 1 2

3前 2 2 1 3前 2 2 1 0

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 1 1 1 3前 2 1 1 1

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3前 2 2 1 3前 2 2 1

3後 2 2 1 3後 2 2 1

4前 2 5 4前 2 5

4後 2 4 1 4後 2 4 1
― 22 28 0 9 1 0 5 0 4 ― 22 28 0 9 2 0 4 0 4
3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

― 2 6 0 1 1 0 0 0 2 ― 2 6 0 1 1 0 0 0 2

4前 2 9 1 5 4前 2 9 2 4

4後 2 9 1 5 4後 2 9 2 4

4通 4 9 1 5 4通 4 9 2 4

― 8 0 0 9 1 0 5 0 0 ― 8 0 0 9 2 0 4 0 0

― 87 89 4 9 1 0 5 0 55 87 89 4 9 2 0 4 0 56

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

必修科目85単位、選択必修科目6単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「複合微生物利用学」「ゲノム情報利用学」「植物共生微
生物学」「動物共生微生物学」「生物資源工学」の中から2単位、同じく「複合微生物学実
験」「植物共生微生物学実験」「動物共生微生物学実験」「バイオインフォマティクス実
習」「生物資源工学実験」の中から2単位）、選択科目33単位以上（ただし、学科専門科
目から4単位以上）を修得し、合計124単位以上を修得すること。（履修科目の登録の上
限：44単位（年間））

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

授業科目の名称

配
当
年
次

科目
区分

分子微生物学演習（二）※分子微生物学演習（二）※

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

植物生理学※植物生理学※
分子細胞生物学※分子細胞生物学※
バイオインフォマティクス※バイオインフォマティクス※

英語論文講読英語論文講読

基礎化学実験基礎化学実験

分析化学実験分析化学実験

微生物学実験微生物学実験

生物化学実験生物化学実験

機器分析学機器分析学

専
門
基
礎
科
目

免疫・生体防御学※免疫・生体防御学※

食品衛生概論食品衛生概論

食品製造概論※食品製造概論※

分子生物学実験分子生物学実験
分子微生物学演習（一）※分子微生物学演習（一）※

微生物学（二）※微生物学（二）※
分子生物学（二）※分子生物学（二）※

植物病理学※植物病理学※
バイオプロセス工学バイオプロセス工学

応用微生物学※応用微生物学※

分子微生物学演習（三）分子微生物学演習（三）

分子微生物学演習（四）分子微生物学演習（四）

複合微生物利用学※複合微生物利用学※

ゲノム情報利用学※ゲノム情報利用学※

植物共生微生物学※植物共生微生物学※

動物共生微生物学※動物共生微生物学※

生物資源工学※生物資源工学※
極限環境生物学※極限環境生物学※

複合微生物利用学実験複合微生物利用学実験

植物共生微生物学実験植物共生微生物学実験

動物共生微生物学実験動物共生微生物学実験

バイオインフォマティクス実習バイオインフォマティクス実習

生物資源工学実験生物資源工学実験

実験データ解析概論※実験データ解析概論※

先端分子微生物学概論※先端分子微生物学概論※

先端分子微生物学技術概論※先端分子微生物学技術概論※

食と科学食と科学
アイソトープ利用論アイソトープ利用論

科学メディア論科学メディア論

知的財産概論知的財産概論

小計（27科目）

プレゼンテーション演習プレゼンテーション演習

分子微生物学特別実験分子微生物学特別実験

卒業論文卒業論文

卒業要件及び履修方法

小計（4科目）

小計（3科目）

合計（94科目） 合計（94科目）

卒業要件及び履修方法

必修科目85単位、選択必修科目6単位（人間関係科目及び社会関係科目の3科目の中
から2単位、専門コア科目のうち「複合微生物利用学」「ゲノム情報利用学」「植物共生微
生物学」「動物共生微生物学」「生物資源工学」の中から2単位、同じく「複合微生物学実
験」「植物共生微生物学実験」「動物共生微生物学実験」「バイオインフォマティクス実
習」「生物資源工学実験」の中から2単位）、選択科目33単位以上（ただし、学科専門科
目から4単位以上）を修得し、合計124単位以上を修得すること。（履修科目の登録の上
限：44単位（年間））

専
門
基
礎
科
目

科目
区分

専
門
コ
ア
科
目

専
門
コ
ア
科
目

学
際
領
域
科

目

学
際
領
域
科

目

総
合
化
科

目

総
合
化
科

目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

小計（27科目）

小計（4科目）

小計（3科目）

小計（18科目） 小計（18科目）

授業科目の名称
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【平成２９年度】

【平成３０年度】

【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

備考

教職課程認定における必修科目の
追加（29）

　　　　

・クラス数増加により、「TOEIC英語（一）」の専任教員等の配置を「兼２」から「兼３」に変更。
・クラス数減少により、「英会話（二）」の専任教員等の配置を「兼２」から「兼１」に変更。
・鈴木専任助教が専任准教授採用となったため専任教員等の配置を変更
「フレッシュマンセミナー」「共通演習」「英語論文講読」「分子微生物学演習（三）」「分子微生物学演習（四）」「プレゼンテーション
演習」「分子微生物学特別実験」「卒業論文」の「准教授１」から「准教授２」、「助教５」から「助教４」へ。
「生物化学実験」「複合分子微生物利用学」「複合微生物利用学実験」を「助教１」から「助教０」、「准教授０」から「准教授１」へ。
「応用微生物学」の「准教授１」から「准教授２」、「助教１」から「助教０」へ。

[　1　]

・時間割調整の理由により、「インターナショナル・スタディーズ（一）」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・教職課程認定の理由により、「農学概論」を新規追加。

[　―　]

2

[　―　]

計（Ａ）

94

[　―　]

必修 選択 自由

45

設置時の計画

必修

・志波専任助教と細田専任助教が専任准教授に昇格したため専任教員等の配置を変更
「フレッシュマンセミナー」「共通演習」「英語論文講読」「分子微生物学演習（三）」「分子微生物学演習（四）」「複合微生物利用学」
「プレゼンテーション演習」「分子微生物学特別実験」「卒業論文」の「准教授２」から「准教授４」、「助教４」から「助教２」へ。
「動物生理学」「分析化学実験」「ゲノム情報利用学」「バイオインフォマティクス実習」「実験データ解析概論」の「准教授０」から「准
教授１」、「助教１」から「助教０」へ。
「分子細胞生物学」「分子生物学実験」「動物共生微生物学」「動物共生微生物学実験」の「准教授１」から「准教授２」、「助教１」から
「助教０」へ。
「分子微生物学演習（二）」上記理由と教育効果向上の理由により担当者を追加のため「准教授０」から「准教授３」、「助教４」から「助
教２」へ。
・クラス数増加により、「英語（一）」「英語（二）」「英語（三）」「英語（四）」の専任教員等の配置を「兼４」から「兼５」に変更。
・クラス数増加により、「情報基礎（二）」の専任教員等の配置を「兼２」から「兼３」に変更。

　　　　

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

　　　　

計

変更状況

44 47 2 93 47

　　　　

（２） 授業科目数

選択 自由
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

93

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

該当なし

＝ 0 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

該当なし

該当なし
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備考

 2,664,688.34㎡

 3,049,916.10㎡  3,102,656.66㎡

 238,894.66㎡  238,894.66㎡

232,714〔41,764〕 10,535〔7,139〕　 7,322〔6,570〕　 6,143 2,764 33,777

 (5,830〔5,688〕) (6,403)

演　習　室

合 計

(３) 教　　室　　等

(４) 専任教員研究室

(6,143)

図
書
・
設
備

(221,027〔41,079〕)

 (217,813〔40,784〕)

 (219,666〔40,628〕)

(8,768〔8,583〕)　 (6,524)

232,714〔41,764〕

(8,768〔8,583〕)　

6,296

(５)

計

生命科学部
分子微生物学科

 (217,813〔40,784〕)

(17,731〔10,682〕)　

小 計

区 分

385,227.76㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地 0㎡ 15,350.76㎡ 369,430.54㎡354,079.78㎡

（192,434.29㎡）

(２) 校 舎

新設学部等の名称 室 数

生命科学部　分子微生物学科 室

冊

そ　の　他

 2,665,550.34㎡ 0㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(30)
学科としての室数を記載のた
め(29)

238,911.51㎡

 （105,326.99㎡）

 3,050,778.10㎡ 30,935.81㎡

計

238,911.51㎡

 （82,976.27㎡）  （4,131.03㎡）

校

地

等

専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

共 用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

内 容

専 用

 (214,708〔39,573〕)

 3,103,518.66㎡

語学学習施設

（補助職員　0人）

情報処理学習施設

（補助職員　2人）

 （33,777）

21,804.75㎡

電子ジャーナル

3,049,837.10㎡

（82,276.89㎡） （4,108.23㎡）

種 〔うち外国書〕

機械・器具

15
11
16

視聴覚資料

（2,454） （33,778）

 2,664,688.34㎡

3,049,837.10㎡

標　　本
〔うち外国書〕

（106,049.17㎡）

6,524

6,296

 (219,666〔40,628〕)  (10,507〔7,076〕)  (7,264〔6,505〕) (6,296)  （2,156）

 (214,708〔39,573〕)  （10,535〔7,139〕)  （7,322〔6,570〕)

東京農業大学短期大学部（収
容定員0人、面積基準2,000
㎡）の学生が在学しなくなり
廃止するまでの間、同短期大
学部と共用
建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(元)
建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(30)
既設学部等における改修工事
等による用途変更のため(29)

大学全体
建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(元)
建物増築及び改修工事等によ
る用途変更のため(30)
既設学部等における改修工事
等による用途変更のため(29)

6,403

図書：新規購入による増(元)
学術雑誌：契約変更による増
（元）
視聴覚：新規購入による増
(元)
機械・器具：新規購入による
増加（元）
標本：新規購入による増加
（元）
図書：除籍による減(30)
学術雑誌：契約変更による減
(30)
視聴覚：新規購入による増
(30)
機械・器具：新規購入による
増加（30）
図書：新規購入による増加
（29）
学術雑誌：契約変更による減
少（29）
視聴覚資料：新規購入による
増加（29）
機械・器具：新規購入を上回
る除却（29）
○図書
（大学全体での共用分
299,323冊〔32,632冊〕）
○学術雑誌、電子ジャーナル
（世田谷・厚木ｷｬﾝﾊﾟｽﾀｲﾄﾙ
数）
○視聴覚資料
（世田谷・厚木ｷｬﾝﾊﾟｽ全所蔵
○機械・器具
学部全体
○標本
学部単位での特定不能なた
め、大学全体の数

649室
 867室
 682室
 673室

実験実習室

61室
 116室
 100室

点

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

 (9,210〔6,278〕)　

(221,027〔41,079〕) (17,731〔10,682〕)　

0㎡

2,664,609.34㎡

新設学部等
の名称

東京農業大学第一高等学校
(収容定員1,050人、面積基準
運動場8,400㎡)、中等部(収
容定員450人、面積基準 運動
場4,950㎡)と共用
借用面積：3,570.24㎡
借用期間：60年
登記簿上錯誤による面積変更
が判明したため（元）
君津の土地売却のため(29)

 190,347.54㎡  190,347.54㎡

 192,434.29㎡ 0㎡ 0㎡  192,434.29㎡

68,537.78㎡

30,935.81㎡ 21,804.75㎡ 437,968.32㎡

2,664,609.34㎡

31,147.98㎡ 30,935.81㎡

(6,143)  （2,347）

6,524

講　義　室

101室
 103室

6,453.99㎡

 （2,399）

 (7,264〔6,505〕) (6,296)

8室

 2,665,550.34㎡

1室

 （2,399）

 （2,347）  （33,777）

点 点

(6,524)

 (5,830〔5,688〕) (6,403)

 (10,535〔7,139〕)

33,77710,535〔7,139〕　 7,322〔6,570〕　

（33,778）

6,403

6,143 2,764

 （2,156）

（2,454）

 (9,210〔6,278〕)　

 (10,507〔7,076〕)

 （7,322〔6,570〕)
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大学全体

大学全体
既存施設の用途変更のため
（元）

・ 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

を併せて提出してください。

・ 国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

・ 「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,535.6千円 1,345.6千円

第４年次 第５年次

面 積

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

・ 運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

経費
の見
積り

共同研究費等 設備購入費

閲 覧 座 席 数

体育館以外のスポーツ施設の概要

区 分

項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

開設年度

153,549千円

開設年度

複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

(８)

(６) 図　　書　　館
8,026.19㎡

(７) 体　　育　　館

テ ニ ス コ ー ト 6  面

開設前年度 完成年度

1,162,000

経費の見
積り及び
維持方法
の概要

教員１人当り研究費等 図書購入費
342千円

 331千円

 12,393千円

50,077千円

1,700千円

 299,075千円

144,529千円

 3,259千円
317千円 0千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金収入、寄付金収入、手数料収入　等

第６年次

―　千円

12,585千円

7,162千円  181,998千円 19,451千円

1,445.6千円

開設年度については平成29年
度決算を受けて実績に変更
（元）
開設前年度については平成28
年度決算を受けて実績に変更
（30）
図書費には電子ジャーナル・
データベースの整備費及び雑
誌資料費を含む。

完成年度

収 納 可 能 冊 数

1,383

区　　分

―　千円1,395.6千円

4　面
10,371.27㎡ 野 球 場 2 面

面 積
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度
人

農学部 4 558 ― 2,438 ― 1.08 ― ― ―

農学科 4 170 ― 796
学士

（農学） 1.09 ― 昭和24
神奈川県厚木市船子
1737

H30入学定員変更（△50）
H31編入定員変更（△16）

動物科学科 4 140 ― 650
学士

（農学） 1.07 ― 昭和24 同上
H30入学定員変更（△40）
H31編入定員変更（△10）

生物資源開発学科 4 125 ― 500
学士

（農学） 1.06 ― 平成30 同上

デザイン農学科 4 123 ― 492
学士

（農学） 1.04 ― 平成30 同上

バイオセラピー学科 4 ― ― ―
学士

（農学） ― ― 平成18 同上 平成30年学生募集停止

応用生物科学部 4 570 ― 2,264 ― 1.07 ― ― ―

農芸化学科 4 150 ― 590
学士（応用生物

科学） 1.08 平成30 平成10
東京都世田谷区桜丘1－
1－1

入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

醸造科学科 4 150 ― 600
学士（応用生物

科学） 1.08 平成30 平成10 同上
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△20）

食品安全健康学科 4 150 ― 590
学士（応用生物

科学） 1.07 平成30 平成26 同上
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

栄養科学科 4 120 ― 484
学士（応用生物

科学） 1.03 平成30 平成10 同上 H31編入定員変更（△4）

バイオサイエンス学科 4 ― ― ―
学士（応用生物

科学） ― ― 平成10 同上 平成29年学生募集停止

生命科学部 4 410 ― 1,560 ― 1.05 ― ― ―

バイオサイエンス学科 4 150 ― 580
学士

（農学） 1.06 平成30 平成29
東京都世田谷区桜丘1－
1－1

入学定員変更（10）

分子生命化学科 4 130 ― 490
学士

（農学） 1.04 平成30 平成29 同上 入学定員変更（15）

分子微生物学科 4 130 ― 490
学士

（農学） 1.07 平成30 平成29 同上 入学定員変更（15）

地域環境科学部 4 490 1,949 1.07 ― ―

森林総合科学科 4 130 ― 526
学士（地域環境

科学） 1.07 平成30 平成10
東京都世田谷区桜丘1－
1－1

H29入学定員変更（△20）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△6）

生産環境工学科 4 130 ― 523
学士（地域環境

科学） 1.05 平成30 平成10 同上
H29入学定員変更（△20）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△3）

造園科学科 4 130 ― 540
学士（地域環境

科学） 1.07 平成30 平成10 同上
H29入学定員変更（△20）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△20）

地域創成科学科 4 100 ― 360
学士

（農学） 1.06 平成30 平成29 同上 入学定員変更（20）

国際食料情報学部 4 600 ― 2,415 ― 1.07 ― ― ―

国際農業開発学科 4 150 ― 590
学士（国際食料

情報学） 1.07 平成30 平成10
東京都世田谷区桜丘1－
1－1

入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

食料環境経済学科 4 190 ― 790
学士（国際食料

情報学） 1.08 平成30 平成10 同上
H29入学定員変更（△40）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△10）

国際バイオビジネス学科 4 150 ― 615
学士（国際食料

情報学） 1.07 平成30 平成10 同上
H29入学定員変更（△30）
入学定員変更（10）
H31編入定員変更（△5）

国際食農科学科 4 110 ― 420
学士

（農学） 1.06 平成30 平成29 同上 入学定員変更（10）

生物産業学部 4 350
3年次

27
1,454 ― 1.09 ― ― ―

北方圏農学科 4 100
3年次

10
420

学士
（農学） 1.08 ― 平成1 北海道網走市八坂196

海洋水産学科 4 80 ― 320
学士

（農学） 1.10 ― 平成18 同上

食香粧化学科 4 80
3年次

12
344

学士
（農学） 1.08 ― 平成1 同上

自然資源経営学科 4 90
3年次

5
370

学士
（経営学） 1.10 ― 平成1 同上

大学全体 ― 2,978
3年次

27
12,080 ― ― ― ― ―

　東　京　農　業　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の学
科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍
人

農学研究科

博士前期課程 2 181 ― 362 ― 1.00 ― ― ―

農学専攻 2 14 ― 28 修士（農学） 1.03 ― 昭和28 神奈川県厚木市船子1737

畜産学専攻 2 12 ― 24 修士（畜産学） 1.20 ― 昭和61 同上

バイオセラピー学専攻 2 10 ― 20
修士（バイオセラピー

学） 1.00 ― 平成22 同上

バイオサイエンス専攻 2 30 ― 60
修士（バイオサイエン

ス） 1.28 ― 平成14
東京都世田谷区桜丘1－1－
1

農芸化学専攻 2 25 ― 50 修士（農芸化学） 0.98 ― 昭和32 同上

醸造学専攻 2 12 ― 24 修士（醸造学） 2.24 ― 平成2 同上

食品栄養学専攻 2 12 ― 24 修士（食品栄養学） 0.20 ― 昭和61 同上

林学専攻 2 12 ― 24 修士（林学） 0.70 ― 昭和61 同上

農業工学専攻 2 8 ― 16 修士（農業工学） 0.87 ― 平成2 同上

造園学専攻 2 12 ― 24 修士（造園学） 0.62 ― 平成2 同上

国際農業開発学専攻 2 12 ― 24
修士（国際農業開発

学） 1.62 ― 平成2 同上

農業経済学専攻 2 10 ― 20 修士（農業経済学） 0.45 ― 昭和28 同上

国際バイオビジネス学専攻 2 12 ― 24
修士（国際バイオビジ

ネス学） 0.49 ― 平成14 同上

修士課程 2 20 ― 40 ― 0.87 ― ― ―

食品安全健康学専攻 2 20 ― 40
修士（食品安全健康

学） 0.87 ― 平成30
東京都世田谷区桜丘1－1－
1

博士後期課程 3 53 ― 159 ― 0.64 ― ― ―

農学専攻 3 5 ― 15 博士（農学） 0.33 ― 昭和37 神奈川県厚木市船子1737

畜産学専攻 3 4 ― 12 博士（畜産学） 0.41 ― 平成2 同上

バイオセラピー学専攻 3 3 ― 9
博士（バイオセラピー

学） 0.44 ― 平成24 同上

バイオサイエンス専攻 3 6 ― 18
博士（バイオサイエン

ス） 0.66 ― 平成16
東京都世田谷区桜丘1－1－
1

農芸化学専攻 3 5 ― 15 博士（農芸化学） 0.33 ― 昭和34 同上

醸造学専攻 3 2 ― 6 博士（醸造学） 1.66 ― 平成14 同上

食品栄養学専攻 3 2 ― 6 博士（食品栄養学） 1.33 ― 平成14 同上

林学専攻 3 4 ― 12 博士（林学） 0.25 ― 平成2 同上

農業工学専攻 3 2 ― 6 博士（農業工学） 1.16 ― 平成14 同上

造園学専攻 3 3 ― 9 博士（造園学） 0.55 ― 平成14 同上

国際農業開発学専攻 3 2 ― 6
博士（国際農業開発

学） 2.50 ― 平成14 同上

農業経済学専攻 3 5 ― 15 博士（農業経済学） 0.46 ― 昭和37 同上

国際バイオビジネス学専攻 3 5 ― 15
博士（国際バイオビジ

ネス学） 0.33 ― 平成16 同上

環境共生学専攻 3 5 ― 15 博士（環境共生学） 0.80 ― 平成2 同上

生物産業学研究科
博士前期課程 2 20 40 ― 1.02 ― ― ―

生物生産学専攻 2 7 ― 14
修士

（生物産業学） 0.57 ― 平成22 北海道網走市八坂196

アクアバイオ学専攻 2 5 ― 10
修士

（生物産業学） 0.90 ― 平成22 同上

食品香粧学専攻 2 5 ― 10
修士

（生物産業学） 2.10 ― 平成22 同上

産業経営学専攻 2 3 ― 6
修士

（生物産業学） 0.49 ― 平成22 同上

博士後期課程 3 8 24 ― 0.58 ― ― ―

生物産業学専攻 3 8 ― 24
博士（生物産業学）

又は（経営学） 0.58 ― 平成7 同上

大学院全体 ― 282 ― 625 ― ― ― ― ―

　東　京　農　業　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の学
科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度
人

総合情報学部 4 400
3年次

10
1,720 ― 1.09 ―

総合情報学科 4 400
3年次

10
1,720 学士（総合情報学） 1.09 ― 平成25

千葉県千葉市若葉区御成台
4－1

H29定員変更(△100)

看護学部 4 100 400 0.93 ―

看護学科 4 100 ― 400 学士（看護学） 0.93 ― 平成29 同上

大学全体 4 500
3年次

10
2,120 ― ― ― ― ―

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度
人

総合情報学研究科
博士前期課程 2 15 ― 30 ― 0.30 ―

総合情報学専攻 2 15 ― 30 修士（総合情報学） 0.30 ― 平成4
千葉県千葉市若葉区御成台
4－1

博士後期課程 3 3 ― 9 ― 0.44 ―

総合情報学専攻 3 3 ― 9 博士（総合情報学） 0.44 ― 平成11 同上

大学院全体 ― 18 ― 39 ― ― ― ― ―

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

（専攻科及び別科を除く）。

・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

記入してください。

　東　京　情　報　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の学
科のみ）

開設
年度

所　在　地

　東　京　情　報　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の学
科のみ）

開設
年度

所　在　地
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区 分
今後の

の実施計画

設　置　時

（平成２８年６月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成２９年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成３０年）

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

具体的に記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし

該当なし

履　行　状　況

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

89



設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

① 科目区分の変更について（一部） ① 学部共通基礎科目→学科基礎科目

・教職課程認定における一部変更 学部共通専門科目→学科専門科目

への対応、ＦＤワーキンググループの取組み、ＦＤ推進ワークショップへの参加、学内ＦＤ活動の推進等）

ＧＰＡの活用計画、学外オリエンテーション実施計画、アクティブラーニング（ＡＬ)科目の確認等）

⑧ 若手教員の学外ＦＤ研修への参加

④ 各学科の学科会議の時間を借用して、本学のＦＤ活動の説明会を学部長が実施した。

⑤ 任期制教員への面談及び指導記録の作成を各学部長を中心に各学科で年度末に行っている。

⑥ 教職員を対象とし、学生対応セミナー・障がい学生支援対策研修会・自殺予防に関する研修会を実施した。

⑧ 日本私立大学連盟主催の新任専任教員向けのＦＤ推進ワークショップ（８月）に若手教員６名を参加させた。

① 新任教員のための研修会の実施

② 自己教育評価の実施

② 専任教員全員を対象に、毎年、教育研究活動に関する自己教育評価アンケートを実施している。

平成３０年度からは、設問を一部見直し、７６項目（自由記述を含む）とするとともにＷＥＢによる回答形式を導入した。

また、結果を所属毎・職階毎に集計し、平均点や得点分布等を所属長及び本人にフィードバックしている。

③ 全学生を対象として前・後学期に各1回「授業評価及び学修時間アンケート」を実施し、実施結果を学生及び教員に

平成３０年度からは、設問を一部見直し、２１項目（教科単位の個別設問及び自由記述を含む）とするとともに

③ 授業評価及び学修時間アンケート結果の活用（改善報告書の提出を含む）

④ 各学科内ＦＤ活動の実施（全教員の３／４以上の参加）

⑤ 任期制教員への面談、指導記録の作成

⑥ 学生対応セミナー・障がい学生支援対策研修会・自殺予防に関する研修会の実施

⑦ 外部評価会議の実施

　ｂ　実施方法
① 新任の専任教員全員を対象に、学長・副学長・研究科委員長等から、教員としての心得・建学の精神、ハラスメント防止等

フィードバックするとともに、授業評価結果が一定基準に満たない場合は改善報告書の提出を求めている。

について説明を行った。更に、学部学科単位で独自の研修やフォローアップを行っている。

学修成果の可視化の観点から、回答には学籍番号を記載させるよう改めた。

⑦ 教育研究活動の内部質保証の取り組みとして、中等教育学校関係者及び民間企業採用担当者の方々に評価委員をお願いし、

本学の教育研究活動について意見を伺う機会とする外部評価会議を大学院教学検討委員会と合同で２回実施した。

ａ　委員会の設置状況

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

ａ　実施内容

全学的な組織として、全学審議会の下に教学検討委員会を設置している。

※関係規程等　「東京農業大学学則（一部抜粋）（資料１）」「東京農業大学全学審議会規程（資料２）」

　　「全学審議会設置委員会（一部抜粋）（資料３）」「教学検討委員会運営要項（資料４）」

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

② 実施状況

平成３０年度は、平成３１年１月を除く毎月１回の計１１回の委員会を開催した。

委員は、副学長（教学担当）、学部長、事務局長、学務部長、事務部長、大学改革推進室長の役職者を充てている。

・ 教学検討委員会活動計画に関する事項

・ ＦＤ活動に関する事項（シラバスの記載内容の変更、シラバスの第３者チェックの実施、オフィスアワーの設定、

授業評価への取組み、授業評価結果活用、ナンバリング及びカリキュラムツリーの作成、教育改革推進プロジェクト

・ 教学に関する事項（年間授業計画、特別講義、世田谷６大学コンソーシアム連携授業、他学部・他学科聴講、

・ 教学検討委員会活動報告に関する事項

７　その他全般的事項

＜生命科学部　分子微生物学科＞

（１） 設置計画変更事項等

① 実施体制
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　　　　後学期は、平成３１年１月に「授業評価及び学修時間アンケート」を実施し、結果を３月に授業担当者及び学生に公開した。

　　　　評価結果が一定基準に満たない授業担当者については、改善計画書の提出を求めた。

　　④　平成３０年度は、６月から７月にかけて実施し、全専任教員の３／４以上の参加を得ることができた。

　　⑤　平成３０年度は、平成３１年２月に任期制教員全員について実施した。

　　⑥　平成３０年度は、学生対応セミナーを７月２７日に実施し、１０１名の参加があった。

　　　　また、障がい学生支援対策研修会を１２月７日に実施し、１３６名の参加があった。

　　　　「自殺の予防とポストベンション」をテーマとした研修会を平成３１年３月１３日に実施し、８４名の参加があった。

　　⑧　平成３０年度ＦＤ推進ワークショップは、８月に１泊２日で開催され、本学からは６名が参加した。

　　⑤　任期制教員の教育及び研究の状況を確認し、設定目標に対する指導・アドバイスを行った。

　　⑥　学生対応セミナーにより、授業の進め方や学生相談の際の気遣いについて理解を深めた。

　　　　障がい学生支援対策研修会では、障がいのある学生に対する授業の進め方や接し方について理解を深めた。

　　⑦　外部評価委員から非常に参考になるご意見を頂戴した。次年度のＦＤ活動計画に改善事項として盛り込む予定である。

　　⑧　ワークショップの経験や他大学の取り組みの情報を活かし、授業改善に取り組んでいる。

　　　　学生に対しては、集計結果を学科、学年等カテゴリーごとに集計し、学生ポータルで公開している。

　  　　教員に対しては、集計結果を一覧表にしてメールで配信している。評価結果が一定基準に達していない場合は、
 　 　授業改善計画等報告書の提出を依頼し、文書で回収している。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　　また、民間企業採用担当者６社９名の評価委員による外部評価会議を１０月２６日に実施した。

　　①　新任研修において、建学の精神や沿革など農大独自の方針や歴史を理解させることにより、本学の特長である研究室での

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　　教育研究活動の活性化につながっている。また、ハラスメント防止対策の理解を深化させることができた。

　　②　大学全体平均・学部平均との比較により、自身の教育・研究活動の振り返りと改善への意識付けにつながっており、

　　　　シラバス記載内容の充実等、ＦＤ活動への理解促進の一策として効果が上がっている。

　　③　授業評価結果の活用として、基準を下回った授業担当者全員から、改善計画等報告書を提出させている。

　　④　本学のＦＤ活動の実態について理解を深めることができた。

　　　　自殺予防に関する研修会では、自殺に至る心理状態と予防対策及び発生した場合の事後対応について理解を深めた。

　　　毎年、学期末に行っている。（平成２７年度からＷＥＢによる授業評価からマークシートによる授業評価に変更した。）

　　⑦　中等教育学校の校長、教頭をはじめとした５校１１名の評価委員による外部評価会議を９月７日に実施した。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　①　平成３０年度は、全体研修を４月１１日に実施した。新任の専任教員のほぼ全員が参加した。

　　②　平成３０年度は、平成３１年２月に実施した。専任教員のほぼ全員が回答した。

　　③　平成３０年前学期は、７月に「授業評価及び学修時間アンケート」を実施し、結果を９月に授業担当者及び学生に公開した。
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　　・平成３１年度（令和元年度）に評価機関（公益財団法人大学基準協会）の評価を受審

該当なし

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和元年６月３０日　公表予定

　ｂ　公表方法

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　　令和元年　６月　３０日（予定）　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　―　　）

　分子微生物学科では微生物学研究の応用対象を動物、植物、自然環境にまで広げ、農業、健康、創薬、食料、資源・
環境問題解決に活用し、人類のQOL向上に貢献できる人材の育成を目指す。これらを実現するために本学科では「知識」
「スキル」「態度」の３つの教育目標を立て、体系的な教育を展開し、高い総合力を持つ人材を育てることを教育上の
目的としている。
　開設３年目にあたる平成３１年度入学試験（一般入試）では、合格倍率はＡ日程入試で２．０倍（平成２９年度４．
７倍、平成３０年度４．０倍）、Ｂ日程入試で６．４倍（平成２９年度１４．３倍、平成３０年度１０．６倍）とな
り、本学科に対する高校生のニーズが高いことが確認することができた。新入生１５２名を迎え入れ、２年生１３２
名、３年生１１５名とあわせ、４００名（留年者を含む）の学生に対して学科の目的に沿った教育研究を確実に実行
し、社会から必要とされる人材を養成していく所存である。

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和元年６月末を予定）

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

　　　　「無」にマルを記入してください。

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（４） 自己点検・評価等に関する事項
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